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張
資
平
の
恋
愛
小
説
と
「
病
」（
祝
）

は
じ
め
に

　

中
国
の
現
代
文
学
は
生
ま
れ
た
当
初
か
ら
、
諸
々
な
病
を
も
っ
て

斬
新
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
き
た
。「
狂
人
日
記
」（
一
九
一
八
）

の
被
害
妄
想
か
ら
「
薬
」（
一
九
一
九
）
の
肺
結
核
、
さ
ら
に
一
世
を

風
靡
し
た
「
沈
淪
」（
一
九
二
一
）
の
憂
鬱
症
ま
で
、
病
と
病
人
は
時

代
の
隠
喩
と
し
て
か
つ
て
な
い
姿
で
文
学
作
品
に
登
場
し
始
め
た
。

そ
の
中
で
も
、
張
資
平
が
描
い
た
病
気
は
独
特
な
存
在
感
を
示
し
て

い
る
。

　

張
資
平
は
一
九
一
二
年
か
ら
一
九
二
二
年
ま
で
日
本
に
留
学
し
、

五
高
を
経
て
東
京
帝
国
大
学
理
学
部
地
質
学
科
で
学
ん
だ
秀
才
で
あ

る
。
郭
沫
若
・
郁
達
夫
と
同
じ
く
初
期
創
造
社
に
お
け
る
重
要
な
存

在
で
あ
り
、
二
〇
・
三
〇
年
代
の
売
れ
っ
子
作
家
で
も
あ
る
が
、
低

俗
な
恋
愛
小
説
を
量
産
す
る
「
三
角
恋
愛
」
小
説
家
と
し
て
ず
っ
と

非
難
さ
れ
て
き
た
。
性
的
表
現
が
多
い
こ
と
か
ら
よ
く
郁
達
夫
と
並

べ
て
論
じ
ら
れ
る
が
、
張
資
平
の
ほ
う
を
貶
す
意
見
が
多
く
、「
郁

達
夫
作
品
告
給
我
們
生
理
的
煩
悶
、
我
們
卻
從
張
資
平
作
品
取
到
了

解
決
（
郁
達
夫
の
作
品
か
ら
生
理
的
な
煩
悶
を
教
え
て
も
ら
っ
た
が
、
張
資

平
の
作
品
か
ら
解
決
を
得
た
）」
と
沈
従
文
に
揶
揄
さ
れ
、
さ
ら
に

「
手
淫
小
説
」
と
ま
で
魯
迅
に
罵
倒
さ
れ
た
。

　

張
資
平
の
恋
愛
小
説
で
は
、
肺
病
と
性
病
／
婦
人
病
が
頻
繁
に
表

現
さ
れ
て
い
る
。「
回
帰
線
上
」「
聖
誕
節
前
夜
」「
公
債
委
員
」「
飛

絮
」「
約
伯
之
淚
」「
蜜
約
」「
苔
莉
」「
最
後
的
幸
福
」「
天
孫
之

女
」「
紅
霧
」「
明
珠
與
黑
炭
」
な
ど
に
は
結
核
患
者
が
登
場
し
、

「
百
事
哀
」「W

orse-H
alves

」「
公
債
委
員
」「
飛
絮
」「
苔
莉
」

「
最
後
的
幸
福
」「
歡
喜
陀
與
馬
桶
」「
愛
力
圈
外
」「
糜
爛
」「
天
孫

之
女
」「
紅
霧
」「
明
珠
與
黑
炭
」「
青
春
」
に
は
女
性
の
ヒ
ス
テ

リ
ー
や
婦
人
病
が
描
か
れ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
、「
百
事
哀
」「
雪
的
除
夕
」「
三
七
晚
上
」「
小
兄

妹
」「M

y Better H
alf

」
な
ど
、
生
活
の
困
窮
を
リ
ア
ル
に
表
現

し
た
所
謂
身
辺
小
説
で
は
、
全
く
異
な
る
病
気
が
描
か
れ
て
い
る
。

①

②
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子
供
の
病
気
が
存
在
感
を
示
し
、
発
熱
・
腸
チ
フ
ス
・
コ
レ
ラ
・
麻

疹
・
猩
紅
熱
な
ど
の
小
児
病
が
頻
繁
に
登
場
す
る
。
出
産
や
産
後
の

苦
痛
な
ど
の
内
容
も
散
見
さ
れ
る
。
張
資
平
の
作
品
に
お
い
て
、
病

は
物
語
を
展
開
さ
せ
る
た
め
に
、
い
か
な
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
か
。

　

張
資
平
作
品
に
お
け
る
肺
病
と
性
病
の
多
用
に
つ
い
て
は
、
二
つ

の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
一
つ
は
、
張
資
平
が
「
肺
病
と
梅
毒
を
乱

用
し
た
」
目
的
は
「
作
品
の
肉
欲
を
増
す
た
め
」
で
あ
り
、
当
然
小

説
の
品
格
を
下
げ
る
要
因
と
な
る
と
い
う
批
判
で
あ
る
。
も
う
一
つ

は
病
を
隠
喩
と
し
て
解
読
す
る
意
見
で
あ
る
。
肺
病
と
性
病
は
保
守

的
な
旧
道
徳
に
よ
る
恋
愛
の
阻
害
に
由
来
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し

ろ
自
由
を
誇
示
す
る
新
道
徳
の
放
縦
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
、
病
は
新
道
徳
の
隠
喩
と
な
り
、
旧
道
徳
に
反
抗
し
な
が

ら
も
そ
の
一
方
で
新
道
徳
に
対
す
る
懸
念
を
表
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
新
道
徳
に
対
す
る
追
求
姿
勢

が
、
張
資
平
の
価
値
を
肯
定
的
に
捉
え
る
一
つ
の
立
脚
点
で
あ
っ
た
。

徐
仲
佳
氏
の
論
説
で
は
、
張
資
平
は
「
性
」
と
い
う
手
段
を
以
て
、

霊
肉
一
致
の
新
道
徳
を
構
築
す
る
こ
と
に
執
着
す
る
と
述
べ
る
。
彭

小
妍
氏
は
、
張
資
平
が
「
性
」
の
本
質
を
議
論
し
、
国
家
や
社
会
を

超
え
る
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
夢
見
る
と
論
じ
て
い
る
。

　

で
は
、
張
資
平
は
如
何
な
る
目
的
の
も
と
で
「
病
」
と
い
う
要
素

を
利
用
し
、
そ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な
価
値
判
断
が
含
ま
れ
て
い
る
の

か
、
本
稿
で
は
こ
の
問
題
点
を
検
討
し
て
い
く
。
ま
ず
、
新
文
学
の

小
説
家
に
よ
る
肺
結
核
の
ロ
マ
ン
化
を
紹
介
し
た
う
え
で
、
張
資
平

が
描
い
た
肺
結
核
の
患
者
像
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
彼
の
独
自

性
を
明
ら
か
に
す
る
。
次
に
、
張
資
平
作
品
に
登
場
す
る
女
性
の
婦

人
病
患
者
像
を
通
し
て
、
そ
の
筆
で
表
さ
れ
る
病
気
に
お
け
る
男
性

と
の
性
差
を
検
討
す
る
。
最
後
に
、
病
の
影
に
隠
れ
て
い
る
作
者
の

文
学
観
を
究
明
し
、
文
学
を
通
し
て
何
を
表
出
し
よ
う
と
す
る
の
か
、

張
資
平
の
考
え
を
探
り
出
し
た
い
と
思
う
。

一　

男
の
結
核

　

中
国
の
新
文
学
で
は
、
肺
病
が
最
も
頻
繁
に
描
か
れ
た
病
の
一
つ

で
あ
る
。
魯
迅
の
「
薬
」「
孤
独
者
」「
在
酒
楼
上
」、
氷
心
の
「
両

個
家
庭
」、
郁
達
夫
の
「
遅
桂
花
」「
茫
茫
夜
」「
過
去
」「
蜃
樓
」

「
紙
幣
的
跳
躍
」「
東
梓
關
」、
郭
沫
若
の
「
残
春
」「
落
葉
」「
喀
爾

③

④
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美
蘿
姑
娘
」、
台
靜
農
の
「
負
傷
的
鳥
」、
丁
玲
の
「
莎
菲
女
士
的
日

記
」、
葉
靈
鳳
の
「
肺
病
初
期
患
者
」「
憂
鬱
解
剖
学
」、
穆
時
英

「
公
墓
」「
白
金
的
女
体
塑
像
」、
巴
金
の
「
滅
亡
」、
王
統
照
の

「
山
雨
」
な
ど
の
作
品
に
は
、
肺
病
が
大
事
な
要
素
と
し
て
物
語
を

形
作
っ
て
い
る
。

　

肺
病
、
あ
る
い
は
癆
病
は
、
古
く
か
ら
存
在
し
、
身
近
な
病
気
と

し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
病
気
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
代
文
学
に
入
る

と
肺
病
の
存
在
感
は
一
気
に
強
ま
り
、
よ
り
豊
か
な
隠
喩
の
働
き
を

担
う
よ
う
に
な
っ
た
。
肺
病
は
、
社
会
・
文
化
の
衰
弱
ま
た
は
底
辺

労
働
者
の
苦
痛
を
象
徴
し
、「
社
会
病
」
と
し
て
社
会
批
判
を
展
開

さ
せ
る
存
在
と
し
て
描
か
れ
、
ま
た
一
方
で
は
、
実
現
で
き
な
い
欲

求
ま
た
は
抑
圧
さ
れ
た
自
我
を
代
弁
し
、
真
の
「
我
」
を
追
い
求
め

る
葛
藤
を
表
現
す
る
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
巴
金
の

「
滅
亡
」
で
は
、
肺
病
を
革
命
へ
の
情
熱
の
源
と
し
て
語
り
、
社
会

の
抑
圧
と
個
人
の
解
放
を
繋
げ
る
存
在
と
し
て
描
か
れ
る
。
つ
ま
り
、

外
部
に
対
す
る
社
会
批
判
お
よ
び
内
面
に
お
け
る
個
性
の
主
張
が
、

現
代
文
学
に
お
け
る
肺
病
物
語
の
二
大
主
流
と
言
え
る
。

　

肺
病
テ
ー
マ
の
急
増
は
、
現
実
に
お
け
る
肺
病
患
者
の
膨
大
な
数

と
関
係
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
一
九
三
六
年
の
統

計
で
は
、
中
国
の
全
国
総
人
口
四
・
五
億
人
の
な
か
で
、
肺
結
核
の

患
者
数
は
二
七
〇
〇
万
人
ほ
ど
も
あ
り
、
毎
年
肺
結
核
で
死
亡
し
た

人
数
は
一
三
八
万
人
に
上
っ
た
と
い
う
。
統
計
に
収
め
ら
れ
た
数
だ

け
で
も
、
十
六
人
に
一
人
の
結
核
患
者
が
い
る
と
い
う
割
合
で
は
、

誰
で
も
必
ず
結
核
の
実
態
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
だ

ろ
う
。
も
っ
と
も
、
医
療
シ
ス
テ
ム
が
国
家
に
制
御
さ
れ
な
い
限
り
、

散
発
の
記
述
し
か
世
に
は
残
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
近
代
中
国
に

な
っ
て
は
じ
め
て
肺
結
核
が
大
流
行
し
た
と
い
う
確
証
は
な
い
。
た

だ
し
、
製
糸
業
や
紡
績
業
の
勃
興
を
と
も
な
っ
た
日
本
の
近
代
化
を

参
照
す
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
都
市
化
お
よ
び
過
酷
な
集
団
作
業
が

伝
染
病
の
温
床
と
な
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
不
可
避
な
状
況
で
あ
っ
た
の

は
間
違
い
な
い
。

　

し
か
し
、
肺
病
が
文
学
の
寵
児
に
な
っ
た
の
は
、
患
者
数
が
多
い

こ
と
だ
け
が
理
由
で
は
な
い
。
林
紓
訳
の
「
巴
黎
茶
花
女
士
遺
事
」

（
椿
姫
、La D

am
e aux cam

élias

）
お
よ
び
「
不
如
帰
」
は
、
外
国

文
学
の
世
界
に
初
め
て
触
れ
た
青
年
た
ち
に
、
真
っ
先
に
ロ
マ
ン
化

さ
れ
た
肺
結
核
像
を
持
ち
込
ん
だ
。
肺
結
核
に
罹
る
と
高
揚
と
疲
弊

⑦

⑧

⑨
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が
繰
り
返
さ
れ
、
顔
色
は
蒼
白
い
が
咳
き
こ
む
と
逆
に
血
色
が
よ
く

見
え
る
時
も
あ
り
、
さ
ら
に
吐
血
な
ど
生
々
し
い
症
状
を
見
せ
る
た

め
、
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
文
学
表
現
に
適
し
て
い
る
。
そ
の
上
に
、
肺

結
核
は
結
核
菌
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
も
の
だ
と
い
う
医
学
的

発
見
は
す
で
に
あ
っ
た
も
の
の
、
有
効
な
治
療
法
が
な
く
、
ま
た
保

菌
し
て
も
必
ず
し
も
発
症
は
し
な
い
な
ど
多
く
の
不
確
定
要
素
に
翻

弄
さ
れ
る
こ
と
は
、
自
分
な
い
し
社
会
の
運
命
に
不
安
と
困
惑
を
持

っ
て
い
る
青
年
の
心
情
に
ぴ
っ
た
り
合
致
し
て
い
た
。
誘
発
さ
れ
る

原
因
も
多
種
多
様
で
あ
り
、
栄
養
不
足
・
過
労
・
苦
悩
・
恋
へ
の
情

熱
・
性
的
欲
求
不
満
・
性
的
放
縦
な
ど
、
現
実
批
判
か
ら
自
己
表
現

ま
で
文
学
に
幅
広
い
可
能
性
を
与
え
て
い
た
の
が
肺
病
─
─
肺
結
核

な
の
で
あ
る
。

　

ス
ー
ザ
ン
・
ソ
ン
タ
グ
は
『
隠
喩
と
し
て
の
病
』
に
て
、
肺
結
核

は
体
を
燃
や
す
「
情
熱
病
」
と
い
う
隠
喩
を
持
ち
、「
蒼
白
い
顔
が

紅
潮
し
た
り
」
す
る
た
め
、
美
し
く
魅
力
の
あ
る
イ
メ
ー
ジ
を
与
え

る
（
一
六
頁
）
と
主
張
す
る
。「
幸
福
感
、
食
欲
増
進
、
性
欲
増
大
な

ど
は
結
核
の
特
徴
と
ひ
と
頃
は
考
え
ら
れ
て
い
た
」
だ
け
で
は
な
く
、

「
結
核
は
人
を
性
欲
過
剰
に
し
、
異
常
な
ま
で
の
性
的
魅
力
を
付
与

す
る
」（
一
八
頁
）
と
も
い
う
。
張
資
平
を
含
め
、
多
く
の
中
国
青
年

の
心
を
打
っ
た
林
紓
訳
「
巴
黎
茶
花
女
遺
事
」（
一
八
九
九
）
の
主
人

公
は
、
ま
さ
に
結
核
で
放
縦
な
生
き
方
を
す
る
美
人
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
ソ
ン
タ
グ
は
「
結
核
の
隠
喩
は
官
能
性
を
描
き
だ
し
、
情

熱
を
掻
立
て
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
抑
圧
を
描
き
だ
し
て
は
、

昇
華
の
必
要
性
を
喧
伝
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
病
気
は
『
精

神
の
麻
痺
』（
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ソ
ン
の
言
葉
）
を
ひ
き
起
こ
す
と
同
時
に
、

よ
り
高
い
感
情
を
人
の
心
に
満
た
す
も
の
で
も
あ
っ
た
」（
三
七
─
三

八
頁
）
と
し
、
結
核
が
も
つ
、
官
能
性
を
含
め
た
情
熱
と
、
解
放
を

求
め
た
感
情
の
抑
圧
と
い
う
隠
喩
の
両
面
性
を
指
摘
す
る
。

（
一
）
新
文
学
の
小
説
家
に
よ
る
肺
結
核
の
ロ
マ
ン
化

　

新
文
学
の
小
説
家
の
多
く
は
、
結
核
の
美
的
表
象
を
取
り
入
れ
、

と
り
わ
け
感
情
の
抑
圧
に
よ
る
憂
鬱
と
い
う
特
徴
を
選
び
、
か
弱
い

「
病
美
人
」
の
人
物
像
を
打
ち
出
し
た
。

1　

講
這
一
句
話
的
、
是
一
個
十
九
歳
前
後
的
纖
弱
的
青
年
、
他
的

面
貌
清
秀
得
很
。
他
那
柔
美
的
眼
睛
和
他
那
不
大
不
小
的
嘴
唇
、
有

⑪

⑫
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使
人
不
得
不
愛
他
的
魔
力
。
他
的
身
體
好
像
是
不
十
分
強
、
所
以
在

微
笑
的
時
候
、
他
的
蒼
白
的
臉
上
、
也
脱
不
了
一
味
悲
寂
的
形
容
。

─
─
郁
達
夫
「
茫
茫
夜
」（
一
九
二
二
年
二
月
、『
創
造
季
刊
』
第
一
巻
第

一
号
、
一
九
二
二
年
三
月
）

こ
の
言
葉
を
口
に
し
た
の
は
、
十
九
歳
前
後
の
華
奢
な
青
年
で

あ
っ
た
。
彼
は
き
り
っ
と
美
し
い
顔
を
し
て
、
柔
和
な
瞳
と
綺

麗
な
唇
が
、
人
を
魅
了
さ
せ
る
魔
力
を
持
っ
て
い
る
。
彼
は
体

が
強
い
方
で
は
な
い
よ
う
で
、
微
笑
ん
で
い
る
と
き
も
、
蒼
白

い
顔
に
少
し
悲
し
さ
と
寂
し
さ
を
帯
び
て
い
る
。

2　

她
有
一
雙
謎
似
的
眼
珠
子
、
蒼
白
的
臉
、
腮
幫
兒
上
有
點
兒
焦

紅
、
一
瞧
就
知
道
是
不
十
分
健
康
的
。
她
叫
我
想
起
山
中
透
明
的
小

溪
、
黃
昏
的
薄
霧
、
戴
望
舒
先
生
的
〝
雨
巷
〟、
蒙
著
梅
雨
的
面
網

的
電
氣
廣
告
。	

─
─
穆
時
英
「
公
墓
」（
一
九
三
二
年
三
月
、『
現

代
』
第
一
卷
第
一
期
、
一
九
三
二
年
五
月
）

彼
女
（
玲
さ
ん
）
は
謎
め
い
た
瞳
を
し
て
、
顔
は
蒼
白
い
が
、

頬
に
少
し
暗
い
赤
み
が
か
か
り
、
一
目
で
体
調
が
優
れ
て
い
な

い
の
が
わ
か
る
。
彼
女
を
見
れ
ば
、
透
き
通
っ
た
渓
流
、
黄
昏

の
薄
霧
、
戴
望
舒
先
生
の
「
雨
巷
」、
梅
雨
の
ベ
ー
ル
が
か
か

っ
た
電
気
広
告
を
思
い
起
こ
す
。

她
輕
輕
地
喘
著
氣
、
散
亂
的
頭
髮
、
桃
紅
的
腮
幫
兒
─
─
可
是
肺
病

的
徵
象
哪
！　

─
─
同
上

彼
女
は
少
し
苦
し
げ
に
息
を
し
て
、
髪
の
毛
も
乱
れ
、
桃
色
の

ほ
っ
ぺ
は
肺
病
を
象
徴
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
例
で
は
、
結
核
を
患
っ
た
人
物
は
確
か
に
魅
力
的
だ
が
、

情
熱
的
な
一
面
は
目
立
た
ず
、
苦
悶
と
悲
哀
の
イ
メ
ー
ジ
ば
か
り
表

出
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
結
核
の
隠
喩
を
選
択
し
た
理
由
は
、
丁
峰

山
氏
が
肺
結
核
と
「
相
思
病
」
に
お
け
る
文
学
的
隠
喩
の
類
似
性
で

説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
中
国
の
白
話
小
説
に
は
す
で
に
ロ
マ

ン
ス
の
悲
劇
を
象
徴
す
る
「
相
思
病
」
が
あ
り
、
肺
結
核
に
も
咳
・

発
熱
や
食
欲
不
振
な
ど
「
相
思
病
」
と
似
た
症
状
が
あ
る
た
め
、
西
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洋
文
学
に
流
行
っ
た
「
肺
結
核
」
が
恋
愛
悲
劇
の
「
椿
姫
」
を
経
て

す
ん
な
り
中
国
人
の
読
者
に
馴
染
ん
だ
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

新
文
学
の
小
説
家
が
椿
姫
の
豪
快
な
一
面
を
取
り
入
れ
ず
、
ひ
ら
す

ら
に
蒼
白
い
憂
鬱
の
結
核
患
者
を
創
出
し
た
の
も
、
自
然
な
流
れ
と

し
て
は
無
理
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
肺
結
核
が
持
つ
「
情
熱
病
」
の
一
面
を
持
ち
出
し
た
作

品
も
少
数
だ
が
存
在
す
る
。
丁
玲
の
「
莎
菲
女
士
的
日
記
」
と
巴
金

の
「
滅
亡
」
が
、
二
つ
の
代
表
例
で
あ
る
。

　

「
莎
菲
女
士
的
日
記
」
で
は
、
情
熱
と
欲
望
に
明
け
暮
れ
る
肺
病

の
女
性
像
が
描
か
れ
て
い
る
。

3　

我
心
像
被
許
多
小
老
鼠
啃
著
一
樣
、
又
像
一
盆
火
在
心
裏
燃
燒
。

我
想
把
什
麽
東
西
都
摔
破
、
又
想
冒
著
夜
氣
在
外
面
亂
跑
去
、
我
無

法
制
止
我
狂
熱
的
感
情
的
激
蕩
、
我
便
躺
在
這
熱
情
的
針
氈
上
、
反

過
去
也
刺
著
、
翻
過
來
也
刺
著
、
似
乎
我
又
是
在
油
鍋
裏
聽
到
那
油

沸
的
響
聲
、
感
到
渾
身
的
灼
熱
。（
二
二
一
頁
）

私
の
心
は
沢
山
の
ネ
ズ
ミ
に
噛
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
モ
ヤ
モ
ヤ

し
、
火
が
燃
え
上
が
っ
た
よ
う
に
も
感
じ
る
。
何
も
か
も
ぶ
ち

壊
し
た
い
。
夜
気
を
冒
し
て
あ
て
も
な
く
走
り
た
い
。
も
う
激

し
く
揺
れ
る
感
情
の
暴
走
を
抑
え
ら
れ
な
い
。
情
熱
で
織
り
あ

が
っ
た
針
の
筵
に
横
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
、
ど
ん
な
に
寝
返

り
を
打
っ
て
も
刺
さ
れ
る
。
ま
る
で
揚
げ
鍋
の
な
か
で
揚
げ
ら

れ
る
よ
う
な
ジ
ュ
ー
ジ
ュ
ー
と
い
う
音
も
耳
に
入
り
、
全
身
が

チ
リ
チ
リ
焼
け
焦
げ
る
の
を
感
じ
た
。

　

さ
ら
に
、
巴
金
の
「
滅
亡
」
で
は
、
ロ
マ
ン
ス
の
方
に
情
熱
を
向

け
る
の
で
は
な
く
、
革
命
の
仕
事
に
人
一
倍
の
激
情
を
注
い
で
い
る
。

主
人
公
の
杜
大
心
は
肺
結
核
の
せ
い
で
、
苦
痛
に
対
す
る
感
受
性
が

あ
ま
り
に
鋭
く
な
っ
て
い
た
た
め
、
仕
事
に
没
頭
す
る
こ
と
に
よ
り

感
情
の
苦
し
み
を
麻
痺
さ
せ
よ
う
と
す
る
。

　

ま
た
、
底
辺
の
労
働
者
が
肺
結
核
・
暴
力
・
過
酷
な
労
働
に
苦
し

む
悲
惨
な
生
活
を
描
い
た
の
は
、
王
統
照
の
「
山
雨
」（
一
九
三
三
、

開
明
書
店
）
で
あ
る
。

4　

冷
餓
、
罵
詈
、
與
足
踢
、
鞭
打
的
滋
味
、
漸
漸
的
使
他
們
每
一

⑬

⑭

⑮
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個
都
嘗
到
了
。
蕭
達
子
本
來
是
癆
病
鬼
的
一
付
骨
架
…
…
而
三
天
中

的
辛
苦
引
起
他
的
咳
嗽
、
咯
咯
的
痰
湧
在
肺
部
的
窒
悶
聲
音
、
與
瘦

牛
的
可
以
數
得
清
的
肋
骨
中
一
起
一
伏
的
喘
聲
互
相
和
答
。（
一
五

六
頁
）飢

え
と
寒
さ
、
罵
詈
雑
言
、
蹴
り
、
鞭
打
ち
、
彼
ら
は
全
部
味

わ
わ
さ
れ
て
き
た
。
蕭
達
子
は
も
と
よ
り
肺
結
核
で
骸
骨
の
よ

う
に
ガ
リ
ガ
リ
に
痩
せ
て
い
た
が
、
こ
の
三
日
間
の
苦
し
み
に

咳
を
引
き
起
こ
さ
れ
た
。
痰
が
肺
に
湧
き
上
が
る
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と

い
う
詰
ま
っ
た
響
き
が
、
や
せ
牛
の
浮
き
出
た
肋
骨
か
ら
漏
れ

た
喘
息
と
呼
応
す
る
。

　

た
だ
し
、
少
な
く
と
も
三
〇
年
代
前
半
ま
で
は
「
山
雨
」
の
よ
う

に
結
核
を
労
働
者
の
苦
し
み
と
し
て
描
く
作
品
は
少
数
派
で
あ
り
、

新
文
学
の
主
流
は
肺
結
核
の
ロ
マ
ン
化
傾
向
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
そ
の
よ
う
な
潮
流
の
中
、
張
資
平
の
作
品
で
は
、
肺
結
核

は
全
く
異
な
る
姿
で
登
場
し
て
い
る
。

（
二
）
張
資
平
に
お
け
る
結
核
の
醜
悪
化

　

張
資
平
作
品
に
お
け
る
結
核
患
者
像
の
共
通
点
を
、
以
下
取
り
上

げ
て
み
よ
う
。

ａ　

嫌
悪
感
を
招
く

5　
〝
臭
！
Ｘ
哥
、
你
呼
出
的
氣
息
很
臭
！
〟
她
用
她
的
小
袖
掩
著

她
的
鼻
、
蹙
著
眉
凝
望
我
。

　

看
護
婦
每
天
替
我
在
我
的
被
褥
上
灑
兩
次
香
水
。
但
她
每
次
還
是

用
她
的
袖
口
掩
著
鼻
孔
進
來
。
Ｔ
君
進
來
時
、
也
同
樣
的
用
手
巾
掩

著
鼻
孔
。
進
來
後
又
連
吐
了
幾
口
口
沫
。

　
〝
臭
？
〟
我
不
得
不
伸
手
向
病
床
邊
的
小
檯
上
的
香
水
取
過
來
交

給
Ｔ
君
。

�

─
─
「
約
伯
之
淚
」（『
東
方
雑
誌
』
二
三
─
四
、
一
九
二
六
年
二
月
）

　

「
臭
い
！
Ｘ
兄
さ
ん
、
息
が
臭
い
の
よ
。」
彼
女
は
袖
で
鼻

を
覆
い
、
顔
を
顰
め
な
が
ら
私
を
見
た
。

　

看
護
婦
は
毎
日
布
団
に
香
水
を
か
け
て
く
れ
る
が
、
そ
れ
で

も
必
ず
袖
で
鼻
を
覆
っ
た
ま
ま
入
っ
て
く
る
の
だ
っ
た
。
Ｔ
君
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も
見
舞
い
に
来
る
時
、
ハ
ン
カ
チ
で
鼻
を
覆
っ
て
入
り
、
さ
ら

に
何
度
も
唾
を
吐
い
た
。

　

「
臭
い
の
か
」
と
、
私
は
や
む
な
く
病
床
の
脇
机
に
手
を
伸

ば
し
て
、
香
水
を
取
っ
て
Ｔ
君
に
渡
し
た
。

6　

他
説
話
有
幾
滴
涎
水
飛
射
到
她
的
臉
上
來
。
她
還
聞
到
表
兄
的

氣
息
很
臭
。

　

表
兄
的
向
外
微
露
的
兩
個
門
齒
、
時
時
觸
著
她
的
紅
熱
的
片
頰
、

一
股
像
腐
敗
了
的
死
魚
的
臭
氣
不
斷
地
流
向
她
的
鼻
孔
裡
來
。

　

她
覺
得
他
像
蝎
蟲
般
的
在
她
身
後
蠕
動
、
又
像
癩
蛤
蟆
般
的
在
蠢

動
。
她
同
時
聞
著
一
種
臭
氣
。

�

─
─
「
最
後
的
幸
福
」（
創
造
社
出
版
社
、
一
九
二
六
年
六
月
）

　

従
兄
が
話
し
て
い
る
と
き
に
、
彼
女
の
顔
に
唾
が
飛
ん
で
き

た
。
呼
吸
の
臭
い
息
も
鼻
を
突
い
て
き
た
。

　

彼
の
少
し
突
き
出
た
前
歯
が
、
時
々
彼
女
の
火
照
っ
た
片
頬

に
触
れ
、
腐
っ
た
魚
の
よ
う
な
悪
臭
が
絶
え
ず
鼻
に
流
れ
込
ん

で
き
た
。

　

彼
（
阿
和
）
が
毒
虫
の
よ
う
に
後
ろ
で
蠢
き
、
ま
た
ガ
マ
ガ

エ
ル
の
よ
う
に
も
ぞ
も
ぞ
し
て
い
る
の
を
感
じ
た
。
一
種
の
悪

臭
も
鼻
に
入
っ
た
。

7　

…
臉
色
象
將
枯
的
荷
葉
般
的
蒼
黃
。

　

她
近
來
常
看
見
他
一
面
寫
字
一
面
乾
咳
、
也
時
常
聞
著
他
的
氣
息

發
出
一
種
惡
臭
來
。

�

─
─
「
紅
霧
」（
上
海
樂
華
圖
書
公
司
、
一
九
三
〇
年
十
一
月
）

　

（
至
中
は
）
枯
れ
か
け
た
ハ
ス
の
葉
の
よ
う
な
土
色
に
な
っ

た
。

　

最
近
、
字
を
書
き
な
が
ら
空
咳
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
よ
く

見
か
け
る
し
、
息
の
悪
臭
も
時
々
鼻
を
つ
く
。

8　

這
晚
上
咯
的
血
比
昨
晚
上
更
厲
害
了
。
她
雙
手
掩
住
鼻
孔
替
他

揩
衿
上
的
血
。

�
─
─
「
蜜
約
」（『
創
造
月
刊
』
一
─
一
、
一
九
二
六
年
三
月
）
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今
晩
の
喀
血
は
昨
夜
よ
り
も
ひ
ど
く
な
っ
た
。
彼
女
は
手
で
鼻

を
覆
い
な
が
ら
襟
に
つ
い
た
血
を
拭
い
た
。

　

以
上
の
例
で
わ
か
る
よ
う
に
、
結
核
患
者
の
イ
メ
ー
ジ
は
何
よ
り

「
臭
い
」
と
い
う
点
が
目
立
っ
て
い
る
。
猛
烈
な
咳
嗽
や
喀
血
な
ど

の
症
状
は
ま
だ
悲
劇
性
を
帯
び
、
読
者
の
同
情
を
誘
う
こ
と
に
な
る

が
、
同
じ
症
状
で
も
口
臭
な
ら
単
に
不
快
感
を
招
く
だ
け
で
あ
る
。

親
し
い
友
人
が
見
舞
い
に
来
る
と
き
で
さ
え
嫌
が
る
顔
を
す
る
が
、

女
性
と
親
密
な
行
為
を
交
わ
す
場
面
に
な
れ
ば
、
ま
る
で
ホ
ラ
ー
の

よ
う
に
描
か
れ
る
。「
腐
っ
た
魚
」「
毒
虫
」「
ガ
マ
ガ
エ
ル
」
な
ど

の
喩
え
だ
け
を
見
て
も
、
結
核
患
者
が
相
手
に
与
え
た
嫌
悪
感
と
恐

怖
感
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
肺
結
核
は
完
全
に
醜
悪
な
病
気

と
し
て
イ
メ
ー
ジ
作
り
さ
れ
て
い
る
。

　

張
資
平
本
人
に
は
肺
結
核
の
罹
患
歴
が
な
い
た
め
、
写
実
性
を
追

求
し
よ
う
と
す
る
の
な
ら
、
確
か
に
外
部
の
視
線
で
結
核
患
者
を
観

察
す
る
ほ
う
が
自
然
な
成
り
行
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
実
は
患
者

側
の
感
受
性
を
綴
る
箇
所
も
以
下
の
よ
う
に
多
数
存
在
す
る
。

9　

空
氣
非
常
的
寒
冷
。
但
我
的
體
溫
陡
增
起
來
、
皮
膚
的
寒
感
更

覺
鋭
敏
。
我
不
住
地
在
打
寒
抖
。
我
待
要
站
起
來
準
備
回
去
、
但
鮮

血
已
經
湧
至
我
的
喉
頭
來
了
。
─
─
「
約
伯
之
淚
」

空
気
は
非
常
に
寒
い
。
で
も
僕
の
体
温
は
急
に
上
が
り
、
肌
が

よ
り
鋭
敏
に
寒
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
僕
は
ひ
っ
き
り

な
し
に
震
え
て
い
る
。
帰
ろ
う
と
立
ち
上
が
り
た
か
っ
た
が
、

も
う
鮮
血
が
喉
ま
で
湧
い
て
き
た
。

但
我
的
雙
頰
還
異
常
的
灼
熱
、
四
肢
的
溫
度
比
較
平
時
也
高
得
多
。�

�

─
─
「
約
伯
之
淚
」

ま
だ
頬
が
燃
え
る
よ
う
に
異
常
に
熱
い
。
手
足
の
温
度
も
い
つ

も
よ
り
高
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
張
資
平
が
度
々
他
者
の
口
か
ら
「
臭
い
」
と
嫌
悪

感
を
表
明
す
る
の
は
、
意
図
的
に
肺
結
核
に
負
の
イ
メ
ー
ジ
を
与
え

よ
う
と
す
る
か
ら
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

⑯
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ｂ　

見
苦
し
い
欲
望
を
引
き
起
こ
す

　

ス
ー
ザ
ン
・
ソ
ン
タ
グ
の
観
点
で
は
、
結
核
に
は
人
を
「
性
欲
過

剰
」
に
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
こ
と
に
言
及
し
た
。
結
核
に
よ
る
欲

望
の
増
殖
は
、「
幸
福
感
、
食
欲
増
進
」
の
よ
う
な
プ
ラ
ス
の
表
象

と
並
べ
ら
れ
た
た
め
、
お
そ
ら
く
以
下
の
光
景
を
想
定
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
。

彼
の
秉
性
か
、
熱
の
所
為
な
の
か
、
時
々
彼
の
眼
か
ら
美
し
い

希
望
の
光
が
輝
い
て
、
心
か
ら
可
愛
い
と
思
ふ
男
へ
向
け
て
気

高
い
光
を
投
げ
掛
け
る
の
で
あ
る
が
、
凡
そ
今
日
迄
、
彼
を
慕

っ
た
男
は
多
か
ら
う
が
、
此
気
高
さ
に
厭
さ
れ
て
了
っ
て
自
か

ら
か
う
思
は
れ
て
ゐ
る
と
思
っ
た
の
も
あ
る
ま
じ
く
、
況
し
や

露
子
に
惚
れ
ら
れ
た
男
は
尚
更
解
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

�

─
─
「
椿
姫
」

　

ま
た
前
文
で
挙
げ
た
「
莎
菲
女
士
的
日
記
」
の
中
で
も
、
結
核
の

熱
は
熱
い
欲
望
に
変
わ
り
、「
私
」
は
一
段
と
元
気
そ
う
に
見
え
、

精
神
も
高
揚
し
や
す
く
な
る
。
し
か
し
、
張
資
平
に
表
現
さ
れ
た
肺

結
核
で
は
、
性
的
欲
望
は
陰
湿
で
鈍
く
て
、
い
つ
も
無
気
力
で
中
途

半
端
に
な
り
、
女
性
に
軽
蔑
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

10　

半
年
間
以
上
的
無
節
制
的
性
的
生
活
把
克
歐
折
磨
得
像
僵
屍
般

的
奄
奄
一
息
了
。
他
也
知
道
自
己
的
身
體
崩
壞
了
。
…
…
他
覺
得
一

身
的
骨
骼
像
鬆
解
了
般
的
。
但
他
覺
得
近
來
每
接
觸
著
她
、
比
從
前

更
強
度
的
興
奮
起
來
。
他
想
這
是
癆
病
初
期
的
特
徵
吧
。 

�

─
─
「
苔
莉
」（『
創
造
月
刊
』
一
─
五~

一
─
六
、
一
九
二
七
年
二
月
）

半
年
以
上
の
無
節
制
な
性
生
活
が
克
欧
を
歩
く
屍
の
よ
う
に
さ

せ
た
。
体
が
崩
壊
し
て
い
る
こ
と
は
、
自
分
で
も
わ
か
っ
て
い

る
。
…
全
身
の
骨
が
取
れ
た
よ
う
に
ぐ
っ
た
り
し
て
い
る
。
し

か
し
最
近
、
彼
女
に
近
づ
く
た
び
に
、
以
前
よ
り
も
ま
し
て
欲

情
す
る
。
こ
れ
が
肺
結
核
の
初
期
症
候
だ
ろ
う
と
、
彼
は
思
っ

た
。

11　

士
雄
的
黏
滯
的
、
但
又
缺
少
氣
力
的
行
動
陡
然
使
她
産
生
一
種

⑰
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張
資
平
の
恋
愛
小
説
と
「
病
」（
祝
）

厭
悶
。

士
雄
的
無
節
制
的
要
求
、
和
他
的
無
氣
力
的
遲
緩
的
舉
動
…
…

�

─
─
「
最
後
的
幸
福
」

士
雄
が
ベ
タ
ベ
タ
と
く
っ
付
い
て
く
る
が
、
無
気
力
な
行
動
が

彼
女
に
一
瞬
に
し
て
嫌
悪
感
と
苦
悶
を
与
え
た
。

士
雄
の
切
り
の
な
い
欲
求
と
無
気
力
な
の
ろ
の
ろ
と
し
た
挙
動

が
…

12　
〝
快
不
要
這
樣
！
不
要
這
樣
摸
摸
索
索
的
！
你
看
你
的
熱
度
又

更
加
高
了
、
昨
晚
上
總
不
聽
我
的
話
…
…
〟

　
〝
你
近
來
變
了
心
了
！
〟
Ｈ
有
氣
無
力
的
低
聲
的
哀
求
。	

�

─
─
「
回
歸
線
上
」（『
創
造
季
刊
』
二
─
二
、
一
九
二
四
年
二
月
）

　

「
も
う
や
め
て
、
ベ
タ
ベ
タ
触
ら
な
い
で
。
ま
た
熱
が
上
が

っ
た
ん
で
し
ょ
。
昨
日
の
夜
、
私
の
忠
告
を
聞
き
も
せ
ず
に
、

あ
ん
な
…
…
。」

　

「
最
近
、
心
変
わ
り
し
た
ん
だ
ね
」
Ｈ
は
弱
々
し
く
哀
願
し

た
。

　

肺
結
核
の
発
作
に
伴
い
、
患
者
の
体
力
が
下
が
る
の
は
当
然
な
こ

と
で
あ
り
、
右
の
引
用
の
よ
う
な
記
述
の
方
が
元
気
溌
剌
に
振
る
舞

う
よ
り
は
現
実
味
を
帯
び
て
い
る
の
は
間
違
い
無
い
。
し
か
し
、
張

資
平
の
描
写
は
、
結
核
患
者
に
対
す
る
同
情
の
余
地
は
皆
無
に
等
し

く
、
写
実
的
と
言
う
よ
り
も
寧
ろ
嫌
味
を
込
め
た
表
現
で
患
者
を
嘲

笑
っ
て
い
る
か
の
如
く
で
あ
る
。「
情
熱
病
」
と
さ
れ
る
肺
結
核
は

人
体
を
燃
や
し
て
死
へ
と
加
速
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、

張
資
平
に
提
示
さ
れ
る
そ
れ
は
不
完
全
燃
焼
の
ま
ま
、
惨
め
さ
だ
け

が
残
さ
れ
て
い
る
。

ｃ　

精
神
の
狂
乱
を
誘
発
す
る

　

張
資
平
に
書
か
れ
た
結
核
患
者
は
、
体
が
衰
弱
し
て
い
る
だ
け
で

は
な
く
、
心
も
病
気
に
よ
っ
て
余
裕
を
失
っ
て
し
ま
う
。「
約
伯
之

淚
」
の
主
人
公
は
結
核
で
恋
愛
に
踏
み
出
せ
ず
、
か
と
い
っ
て
一
人

で
死
ぬ
の
は
悔
し
く
て
、
近
所
の
小
娘
を
道
連
れ
に
し
よ
う
と
す
る

邪
念
を
持
つ
に
到
る
。
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13　

我
自
己
知
道
我
的
病
無
恢
復
的
希
望
了
、
我
自
暴
自
棄
的
想
早

點
結
束
自
己
的
一
身
。
但
同
時
希
望
著
能
有
一
個
人
和
我
一
同
死
。

自
分
の
病
気
は
も
う
回
復
し
よ
う
も
な
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い

る
。
自
暴
自
棄
に
な
っ
て
早
く
命
を
終
わ
ら
せ
た
い
。
し
か
し
、

一
緒
に
死
ん
で
く
れ
る
人
が
い
て
ほ
し
い
。

但
是
另
一
個
〝
我
〟
常
在
催
促
我
早
點
覓
個
機
會
向
鄰
家
的
少
女
要

求
接
吻
、
把
病
毒
傳
染
給
她
。

し
か
し
も
う
一
人
の
自
分
が
、
常
に
近
所
の
少
女
に
口
づ
け
を

求
め
、
ウ
イ
ル
ス
を
彼
女
に
移
す
よ
う
催
促
し
て
い
る
。

我
的
變
態
心
理
幾
次
逼
著
我
想
去
要
求
她
的
生
命
為
我
的
犧
牲
。
一

種
欲
逼
著
我
想
去
和
她
接
吻
。

私
の
変
態
心
理
が
幾
度
も
彼
女
の
命
を
犠
牲
に
す
る
よ
う
無
理

強
い
し
て
き
た
。
一
種
の
欲
が
彼
女
と
口
づ
け
を
交
わ
す
よ
う

追
い
詰
め
た
。

　

「
紅
霧
」
に
お
け
る
至
中
も
結
核
患
者
で
、
変
態
的
な
性
癖
を
持

ち
、
さ
ら
に
主
人
公
の
麗
君
に
暴
力
を
振
る
う
ほ
ど
で
あ
る
。「
蜜

約
」
の
Ｃ
は
愛
人
と
旅
館
に
泊
ま
る
が
、
結
核
で
愛
人
に
距
離
を
取

ら
れ
て
し
ま
う
と
、
ま
た
家
に
い
る
妻
を
懐
か
し
く
思
う
よ
う
に
な

る
。

　

張
資
平
は
厭
な
口
臭
・
見
苦
し
い
欲
望
・
精
神
の
狂
乱
と
い
う
三

点
を
持
っ
て
、
新
文
学
の
世
界
で
高
尚
か
つ
美
し
い
結
核
の
ロ
マ
ン

チ
ッ
ク
な
イ
メ
ー
ジ
を
逆
転
さ
せ
る
。
し
か
し
、
正
岡
子
規
の
「
病

牀
六
尺
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
身
に
感
じ
た
苦
痛
と
煩
悶
を
如
実

に
示
す
よ
う
な
写
実
的
手
法
も
用
い
て
い
な
い
。
彼
は
肺
結
核
を
醜

悪
な
欲
望
が
身
体
に
投
影
す
る
隠
喩
と
し
て
、
ロ
マ
ン
派
と
正
反
対

の
方
向
を
歩
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
例
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
張
資
平
作
品

⑱
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張
資
平
の
恋
愛
小
説
と
「
病
」（
祝
）

に
お
け
る
結
核
患
者
は
だ
い
た
い
男
性
で
あ
る
。
張
資
平
の
恋
愛
小

説
で
は
、
男
性
と
女
性
と
で
は
か
か
る
病
気
に
は
っ
き
り
と
し
た
性

差
が
見
え
る
。
以
下
、
張
資
平
が
女
性
に
患
わ
せ
る
病
気
を
紹
介
し

よ
う
。

二　

女
の
婦
人
病

（
一
）
ヒ
ス
テ
リ
ー

　

「
苔
莉
」
で
は
、
恋
と
肉
欲
に
溺
れ
た
主
人
公
二
人
は
と
も
に
健

康
を
犠
牲
に
し
た
が
、
男
の
克
欧
は
肺
結
核
と
神
経
衰
弱
、
女
の
苔

莉
は
ヒ
ス
テ
リ
ー
症
と
婦
人
病
に
か
か
っ
た
と
、
克
欧
が
判
断
す
る
。

克
欧
の
症
状
に
は
、
不
眠
・
盗
汗
・
頭
痛
・
疲
労
・
腰
痛
な
ど
が
あ

り
、
さ
ら
に
性
欲
の
高
揚
が
現
れ
、
挙
げ
句
の
果
て
に
血
痰
が
出
る
。

苔
莉
の
症
状
と
し
て
は
、
腰
痛
・
下
腹
部
の
痛
み
・
頭
痛
・
月
経
不

順
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
肺
結
核
及
び
ヒ
ス
テ
リ
ー
症
と
い
う
結
論
を
下
す
の
は

医
者
の
診
断
で
は
な
く
、
克
欧
独
自
の
判
断
で
あ
る
と
い
う
点
に
注

目
し
た
い
。
克
欧
は
結
局
血
痰
を
吐
き
、
恐
ら
く
肺
結
核
で
間
違
い

は
な
い
が
、
苔
莉
は
腰
痛
と
頭
痛
だ
け
抱
い
た
ま
ま
心
中
し
、
二
人

と
も
最
後
ま
で
医
者
に
診
て
も
ら
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
実
は
、
疲

労
・
腰
痛
や
頭
痛
な
ど
ほ
ぼ
症
状
が
共
通
し
て
い
た
当
初
か
ら
、
自

分
は
肺
結
核
で
、
苔
莉
は
ヒ
ス
テ
リ
ー
症
だ
と
、
す
で
に
克
欧
は
思

い
込
ん
で
い
た
。
つ
ま
り
、
肉
欲
が
男
に
肺
結
核
、
女
に
ヒ
ス
テ

リ
ー
症
を
も
た
ら
す
と
い
う
の
は
、
作
者
に
よ
っ
て
最
初
か
ら
設
定

さ
れ
て
い
た
既
定
路
線
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
克
欧
が
苔
莉
を
ヒ
ス
テ
リ
ー
症
と
し
て
断
定
す

る
し
か
た
は
あ
ま
り
に
軽
率
な
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
フ
ロ

イ
ト
の
『
ヒ
ス
テ
リ
ー
研
究
』
が
一
八
九
五
年
に
出
版
さ
れ
て
以
来
、

日
本
で
も
ヒ
ス
テ
リ
ー
の
紹
介
書
・
研
究
書
が
数
多
く
現
れ
、
張
資

平
も
、
心
理
学
や
医
学
に
精
通
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、

理
論
自
体
は
認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
、
張
資
平
は
精
神
分
析
的
な

手
法
な
ど
一
切
使
わ
ず
に
、
苔
莉
が
泣
い
た
だ
け
で
、「
彼
女
が
ヒ

ス
テ
リ
ー
症
を
患
っ
た
と
わ
か
っ
て
い
る
（
他
知
道
她
是
患
了
血
斯
得

利
症
）」
と
結
論
づ
け
る
の
だ
。

　

「
苔
莉
」
以
外
に
も
、
張
資
平
の
恋
愛
小
説
で
は
、
女
性
は
容
易

く
ヒ
ス
テ
リ
ー
症
に
断
定
さ
れ
る
。

　

ま
ず
、
女
性
は
性
的
に
成
熟
し
た
後
、
性
的
に
円
満
な
恋
愛
生
活

⑲
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が
な
け
れ
ば
、
ヒ
ス
テ
リ
ー
症
に
な
る
と
い
う
描
写
が
あ
る
。

14　

近
來
因
生
理
上
久
熟
了
的
關
係
而
起
的
性
的
苦
悶
和
由
性
的
苦

悶
而
起
的
不
自
然
的
情
慾
遂
行
症
把
美
瑛
從
精
神
的
和
肉
身
的
雙
方

苦
迫
得
厲
害
。
她
近
來
雙
頰
愈
形
瘦
削
、
臉
色
也
愈
見
蒼
白
；
歇
斯

底
里
症
也
愈
見
沉
重
了
。
─
─
「
最
後
的
幸
福
」

生
理
的
な
爛
熟
期
が
引
き
起
こ
し
た
性
の
苦
悶
と
、
苦
悶
が
引

き
起
こ
し
た
不
自
然
な
欲
の
遂
行
が
、
精
神
的
に
も
肉
体
的
に

も
美
瑛
を
圧
倒
し
て
い
る
。
最
近
は
頬
が
い
っ
そ
う
痩
せ
こ
け
、

顔
色
も
い
っ
そ
う
蒼
白
く
、
ヒ
ス
テ
リ
ー
症
も
よ
り
い
っ
そ
う

深
刻
に
な
っ
た
。

　

ま
た
別
の
作
品
で
は
、
女
性
が
婚
約
者
に
裏
切
ら
れ
、
婚
約
の
撤

回
を
提
案
し
た
ら
、
そ
れ
は
ヒ
ス
テ
リ
ー
症
が
ゆ
え
の
決
断
だ
と
言

わ
れ
る
場
面
も
あ
る
。

15　

你
今
晚
上
會
説
出
取
消
婚
約
的
話
來
、
第
一
因
為
你
有
歇
斯
的

里
病
、
第
二
你
還
沒
有
深
信
我
。
…
…
你
的
神
經
近
來
很
衰
弱
的
樣

子
、
還
是
早
點
睡
的
好
。

�

─
─
「
飛
絮
」（
創
造
社
出
版
社
、
一
九
二
六
年
六
月
）

君
が
今
晩
は
婚
約
撤
回
の
話
を
持
ち
出
し
た
の
は
、
ま
ず
は
ヒ

ス
テ
リ
ー
症
に
か
か
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
そ
し
て
ま
だ
僕
を
信

用
し
て
く
れ
て
い
な
い
か
ら
だ
。
…
…
最
近
、
ち
ょ
っ
と
神
経

が
衰
弱
気
味
に
な
っ
て
い
る
み
た
い
だ
け
ど
、
早
め
に
寝
た
ほ

う
が
い
い
よ
。

　

そ
の
他
の
作
品
に
も
、
円
満
そ
う
な
結
婚
を
果
た
す
も
、
不
誠
実

な
夫
が
「
私
」
の
姉
と
私
通
し
、
さ
ら
に
夫
と
姉
と
の
間
に
で
き
た

子
供
を
養
子
に
す
る
よ
う
頼
ま
れ
る
よ
う
な
事
態
に
至
っ
て
も
、
感

情
を
曝
け
出
し
た
時
点
で
、「
私
」
は
ヒ
ス
テ
リ
ー
症
だ
と
自
ら
反

省
す
る
と
い
っ
た
描
写
が
あ
る
。

16　

我
的
失
望
、
我
的
悲
恨
、
我
的
憤
怒
、
一
切
的
感
情
使
我
動
搖

起
來
。
波
濤
澎
湃
般
的
血
潮
追
著
我
坐
立
不
穩
了
。
…
…
我
愈
哭
著
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鬧
、
神
經
就
愈
激
動
。
我
的
確
是
患
了
歇
斯
底
里
症
。

�
─
─
「
愛
力
圈
外
」（
上
海
樂
華
圖
書
公
司
、
一
九
二
九
年
十
一
月
）

失
望
・
悲
し
み
・
恨
み
・
怒
り
、
全
て
の
感
情
が
私
を
揺
り
動

か
し
た
。
私
は
怒
涛
の
よ
う
な
情
熱
に
迫
ら
れ
、
居
て
も
立
っ

て
も
居
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
…
泣
き
暴
れ
る
ほ
ど
神
経
が
鋭
く

な
る
。
私
は
間
違
い
な
く
ヒ
ス
テ
リ
ー
症
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　

ま
る
で
女
性
の
感
情
は
全
て
ヒ
ス
テ
リ
ー
症
に
由
来
す
る
と
断
定

で
き
る
か
の
よ
う
だ
。
そ
も
そ
も
、
ヒ
ス
テ
リ
ー
症
の
語
源
は
古
典

ギ
リ
シ
ア
語
に
お
け
る
「
子
宮
」
で
あ
り
、
西
洋
で
は
、
ヒ
ス
テ

リ
ー
は
子
宮
の
不
調
に
起
こ
さ
れ
る
も
の
だ
と
古
来
か
ら
信
じ
ら
れ

て
き
た
。
子
宮
を
持
っ
て
い
る
限
り
、
ヒ
ス
テ
リ
ー
症
か
ら
逃
れ
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
、
張
資
平
も
考
え
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
病
の
描
写
に
投
影
す
る
、
作
者
の
性
差
意
識
に
つ
い
て

は
、
後
で
再
度
触
れ
る
こ
と
に
し
た
い
。
こ
こ
で
引
き
続
き
、
他
の

婦
人
病
に
関
す
る
描
写
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

（
二
）
花
柳
病
・
婦
人
病

　

張
資
平
が
描
く
作
品
で
は
、
性
的
な
苦
悶
や
夫
婦
関
係
の
不
満
は

女
性
に
ヒ
ス
テ
リ
ー
症
を
も
た
ら
す
が
、
性
的
放
縦
も
ま
た
女
性
に

花
柳
病
や
婦
人
病
を
招
い
て
し
ま
う
。「
苔
莉
」「
最
後
的
幸
福
」

「
青
春
」「
糜
爛
」「
天
孫
之
女
」「
紅
霧
」
な
ど
で
は
、
複
数
の
男

性
を
相
手
に
し
た
女
性
主
人
公
は
性
病
ま
た
は
婦
人
病
に
か
か
り
、

体
が
崩
壊
す
る
結
末
と
な
る
。

　

例
え
ば
、「
天
孫
之
女
」（
上
海
文
藝
書
局
、
一
九
三
〇
年
七
月
）
で

は
、
主
人
公
の
花
子
が
転
々
と
男
に
売
ら
れ
、
出
産
後
ほ
ど
な
く
し

て
売
春
を
強
い
ら
れ
た
結
果
、
子
宮
の
奇
形
と
慢
性
子
宮
内
膜
炎
に

か
か
る
。
同
じ
売
春
婦
の
文
子
も
花
柳
病
に
と
り
つ
か
れ
て
借
金
が

た
ま
り
、
売
春
の
地
獄
か
ら
抜
け
ら
れ
な
い
。「
糜
爛
」（
上
海
樂
群

書
店
、
一
九
三
〇
年
一
月
）
で
は
、
主
人
公
の
秋
霞
が
複
数
の
男
性
と

関
係
を
持
ち
、
生
計
の
た
め
に
裸
モ
デ
ル
や
売
春
婦
同
然
の
踊
り
子

に
ま
で
身
を
落
と
し
、
金
銭
と
肉
欲
を
追
い
求
め
て
「
満
身
暗
病
」

つ
ま
り
性
病
に
か
か
っ
た
と
暗
示
さ
れ
る
。「
最
後
的
幸
福
」
で
は
、

主
人
公
の
美
瑛
は
夫
が
肺
結
核
で
死
ん
だ
後
、
妹
の
夫
と
姦
通
す
る

も
、
妹
の
夫
の
子
供
を
妊
娠
し
た
ま
ま
他
の
男
と
結
婚
し
、
二
番
目
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の
夫
か
ら
梅
毒
を
移
さ
れ
る
。

　

肺
病
な
ど
と
違
い
、
性
病
や
婦
人
病
の
症
状
は
極
め
て
私
的
体
験

で
あ
り
、
一
般
的
な
文
学
的
美
意
識
と
か
け
離
れ
る
た
め
、
文
学
に

お
け
る
登
場
は
少
な
く
、
今
日
に
至
っ
て
も
文
学
の
中
で
表
現
さ
れ

る
こ
と
は
憚
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
一
般
的
状
況
に
照
ら

す
と
、
張
資
平
は
女
性
か
ら
罹
患
の
体
験
談
を
聴
取
し
た
の
か
、
医

学
書
を
調
べ
た
の
か
、
婦
人
病
の
症
状
に
随
分
詳
し
い
よ
う
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、「
紅
霧
」
に
は
、
淋
病
に
引
き
起
こ
さ
れ
た
子
宮
内
膜

炎
の
症
状
を
、
以
下
の
よ
う
に
詳
細
に
描
い
て
い
る
。

17　

知
道
他
是
患
了
什
麼
毛
病
、
已
經
傳
染
到
她
身
上
來
了
。
天
氣

漸
漸
地
熱
起
來
了
、
她
也
愈
覺
得
身
體
不
如
從
前
了
。
不
單
腰
部
常

常
會
酸
痛
、
近
來
下
腹
部
也
時
時
隱
隱
地
作
痛
了
、
多
行
了
幾
步
、

便
像
會
掉
下
來
般
的
。
至
於
頭
腦
、
差
不
多
是
每
天
都
在
發
暈
、
暈

得
什
麼
事
都
不
能
做
。

彼
が
何
か
の
病
気
を
自
分
に
移
し
た
こ
と
に
気
づ
い
た
。
だ
ん

だ
ん
暑
く
な
っ
て
き
た
が
、
体
調
も
日
に
日
に
悪
く
な
っ
て
い

る
。
腰
も
よ
く
凝
っ
て
痛
い
し
、
最
近
は
下
腹
部
ま
で
キ
リ
キ

リ
と
痛
み
始
め
た
。
少
し
で
も
歩
く
と
、
落
ち
て
く
る
よ
う
な

鈍
痛
が
走
る
。
頭
は
毎
日
の
よ
う
に
く
ら
く
ら
し
て
、
何
も
で

き
な
い
ほ
ど
眩
暈
が
す
る
。

　

她
的
頭
腦
内
部
、
便
象
給
鉸
剪
刺
著
般
地
激
痛
。

頭
の
中
で
は
、
ハ
サ
ミ
で
刺
さ
れ
た
よ
う
な
激
痛
が
走
っ
た
。

　

她
坐
著
癡
想
了
好
一
會
、
下
腹
部
忽
然
抽
動
了
一
下
、
便
起
了
一

陣
腹
痛
。
她
忙
跑
進
廁
所
裏
來
、
在
廁
所
里
蹲
了
一
會
、
淅
淅
瀝
瀝

地
下
了
一
陣
液
體
。
她
忙
低
下
頭
去
檢
視
一
下
、
是
一
種
黃
白
色
的

黏
液
、
還
混
有
些
象
蛋
殼
蛋
白
間
的
皮
膜
一
樣
的
白
膜
片
、
同
時
發

散
出
一
種
奇
臭
。

彼
女
は
ぼ
ん
や
り
と
思
い
ふ
け
っ
て
い
た
ら
、
下
腹
部
か
ら
ね

じ
れ
る
よ
う
な
痛
み
が
走
っ
た
。
急
い
で
ト
イ
レ
に
駆
け
込
み
、

し
ば
ら
く
し
ゃ
が
み
こ
む
と
、
た
ら
た
ら
と
液
体
が
降
り
て
き
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た
。
俯
い
て
確
認
す
る
と
、
黄
白
色
の
粘
液
に
は
、
卵
の
殻
と

白
身
の
間
に
あ
る
膜
み
た
い
な
も
の
が
混
ざ
り
込
み
、
そ
し
て

悪
臭
を
放
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
ト
イ
レ
内
の
光
景
ま
で
描
き
出
す
ほ
ど
リ
ア
ル
な
性

病
の
表
現
は
、
五
四
以
降
の
新
文
学
に
は
他
に
見
当
た
ら
な
い
。
そ

も
そ
も
、
性
病
と
い
う
要
素
を
取
り
扱
う
新
文
学
の
数
は
さ
ほ
ど
多

く
な
い
。
そ
の
理
由
は
、「
環
境
の
影
響
が
あ
る
と
は
い
え
、
最
終

的
に
は
個
人
が
み
ず
か
ら
招
い
た
病
で
あ
り
、
堕
落
と
腐
敗
が
も
た

ら
し
た
病
と
し
て
描
か
れ
る
」
性
病
は
、
倫
理
上
の
価
値
判
断
と
い

う
構
図
の
も
と
で
し
か
語
れ
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
上
、「
売

春
や
娼
婦
の
テ
ー
マ
と
つ
な
が
り
が
深
い
し
、
性
、
愛
、
欲
望
と
い

う
身
体
の
根
元
的
な
次
元
と
絡
ん
で
、
し
か
も
そ
れ
ら
を
無
効
に
し

て
し
ま
う
危
険
な
病
で
あ
る
」
た
め
、
自
由
恋
愛
を
謳
歌
す
る
五
四

文
学
に
お
い
て
も
、
文
学
を
個
人
か
ら
社
会
に
転
向
さ
せ
る
よ
う
呼

び
か
け
た
革
命
文
学
や
大
衆
文
学
に
お
い
て
も
、
性
病
は
扱
い
づ
ら

い
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
性
質
を
有
す
る
た
め
、
そ
れ
が

文
学
作
品
に
現
れ
る
場
合
に
は
、
だ
い
た
い
社
会
批
判
の
隠
喩
と
し

て
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

例
え
ば
、
蔣
光
慈
の
「
衝
出
雲
圍
的
月
亮
」
で
は
、
女
主
人
公
の

王
曼
英
が
革
命
の
失
敗
で
幻
滅
し
、
肉
欲
を
追
い
求
め
て
売
春
婦
に

な
り
、
性
病
に
か
か
っ
た
と
思
い
こ
み
、
自
殺
を
図
る
。
し
か
し
、

革
命
の
道
に
戻
る
よ
う
決
心
し
た
後
に
は
、
性
病
が
誤
認
だ
と
判
明

し
、
結
局
身
も
心
も
一
新
さ
れ
、
革
命
家
の
男
性
と
縁
を
結
ぶ
。
こ

の
小
説
で
は
、
性
病
は
明
ら
か
に
「
革
命
─
反
革
命
」
と
い
う
構
図

の
中
で
、
革
命
に
背
い
た
堕
落
生
活
の
象
徴
と
し
て
描
か
れ
、
結
局

革
命
と
と
も
に
、
或
い
は
革
命
に
よ
っ
て
治
癒
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

同
じ
く
蔣
光
慈
の
「
麗
莎
的
哀
怨
」
に
お
け
る
麗
莎
の
梅
毒
も
、
茅

盾
の
「
追
求
」
に
お
け
る
章
秋
柳
の
梅
毒
も
、
同
じ
「
革
命
─
反
革

命
／
進
歩
─
堕
落
」
の
構
図
で
解
読
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
老
舍
の
「
月
牙
兒
」、
丁
玲
の
「
我
在
霞
村
的
時
候
」

は
、
性
病
を
民
族
の
苦
難
と
し
て
表
現
す
る
。「
月
牙
兒
」
の

「
我
」
は
、
経
済
の
困
窮
で
売
春
生
活
を
始
め
、
性
病
が
発
覚
し
た

時
に
死
を
覚
悟
し
た
が
、
死
ぬ
ま
で
は
地
獄
の
生
活
を
続
け
る
し
か

な
い
。「
我
在
霞
村
的
時
候
」
の
貞
貞
は
日
本
軍
に
強
姦
さ
れ
た
が
、

情
報
伝
達
の
た
め
に
幾
度
も
娼
婦
と
し
て
日
本
軍
の
も
と
に
派
遣
さ

⑳㉑

㉒

㉓

㉔

㉕

㉖
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れ
、
梅
毒
で
鼻
ま
で
腐
り
、
村
の
中
で
嫌
悪
の
対
象
と
な
り
疏
外
さ

れ
る
。
こ
の
「
我
」
と
「
貞
貞
」
は
「
虐
げ
ら
れ
た
人
び
と
」
の
象

徴
で
あ
っ
た
。
性
病
は
性
的
欲
望
と
切
り
離
さ
れ
、
民
族
の
受
難
と

い
う
よ
り
大
き
な
構
図
の
中
で
、
苦
難
の
投
影
と
し
て
描
か
れ
た
と

捉
え
て
い
い
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
隠
喩
と
し
て
の
性
病
が
民
族
の
受
難
・
苦
難
の
投

影
と
し
て
扱
わ
れ
る
新
文
学
の
流
れ
の
中
で
、
張
資
平
は
た
だ
ひ
た

す
ら
男
女
関
係
と
い
う
閉
じ
た
枠
組
み
の
中
で
性
病
を
赤
裸
々
に
描

き
、
個
人
の
身
体
の
範
囲
を
超
え
た
意
義
を
病
気
に
与
え
な
い
。
わ

ざ
と
苦
痛
を
伴
う
醜
悪
な
イ
メ
ー
ジ
を
女
性
の
病
に
付
与
す
る
様
は
、

男
性
の
肺
結
核
を
扱
う
と
き
に
並
行
す
る
創
作
姿
勢
を
感
じ
さ
せ
る
。

（
三
）
妊
娠
・
流
産
・
出
産

　

張
資
平
作
品
に
お
け
る
女
性
の
非
健
康
状
態
を
さ
ら
に
考
察
し
て

み
る
と
、
も
う
一
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
れ
は
、
女
性
の
妊
娠
・
流
産
・
出
産
で
あ
る
。
複
数
の
男
性
を
相

手
に
す
る
女
性
に
課
せ
ら
れ
た
罰
が
花
柳
病
だ
と
し
た
ら
、
男
性
一

人
と
で
も
不
道
徳
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
ら
、
妊
娠
と
い
う
不
調
が

必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
課
せ
ら
れ
る
。

　

張
資
平
作
品
に
お
け
る
妊
娠
は
、
だ
い
た
い
不
倫
関
係
の
報
い
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
妊
娠
の
告
知
に
使
わ
れ
る
表
現
は
往
々
に
し
て

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
一
班
冗
員
的
生
活
」（『
創
造
季

刊
』
一
─
三
、
一
九
二
三
年
二
月
）
で
は
、「
身
體
失
了
常
態
（
体
が
常

態
を
失
っ
た
）」
で
妊
娠
を
表
現
し
、「
上
帝
的
兒
女
們
」（『
創
造
季

刊
』
一
─
一
／
一
─
四
／
二
─
一
／
二
─
二
、
一
九
二
四
年
）
で
は
、「
体

の
変
化
」
に
「
驚
懼
異
常
（
驚
懼
極
ま
り
な
い
）」
と
い
う
反
応
を
示

し
て
い
る
。
告
知
さ
れ
た
男
性
も
、「
一
班
冗
員
的
生
活
」
の
程
君

み
た
い
に
直
ち
に
逃
げ
よ
う
と
す
る
か
、「
梅
嶺
之
春
」（『
東
方
雑

誌
』
二
一
─
二
〇
、
一
九
二
四
年
十
月
）
の
叔
父
の
よ
う
に
嘆
く
ば
か

り
で
女
性
の
力
に
は
全
く
な
ら
な
い
。

　

女
性
の
流
産
や
出
産
は
さ
ら
に
病
と
同
じ
感
覚
で
描
か
れ
、
時
に

は
他
の
病
気
と
併
存
し
て
女
性
を
襲
う
。「Curacoa

」（『
創
造
月

刊
』
一
─
一
、
一
九
二
六
年
三
月
）
で
は
、
流
産
し
た
静
媛
が
息
も
絶

え
絶
え
、「
頸
も
腕
も
汗
ま
み
れ
」
に
な
り
、
目
の
前
が
真
っ
暗
に

な
る
。「
公
債
委
員
」（『
不
平
衡
的
偶
力
』、
一
九
二
七
年
四
月
）
の
阿

歡
は
主
人
公
の
暴
力
を
受
け
て
流
産
し
、
流
行
性
感
冒
・
結
核
に
か

㉗

㉘
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か
っ
て
命
を
落
と
す
。「
飛
絮
」
で
は
、
産
ん
だ
赤
ん
坊
に
死
な
れ

た
「
姨
母
」
は
、
肺
結
核
で
喀
血
し
て
永
眠
す
る
。「
最
後
的
幸

福
」
や
「
天
孫
之
女
」
で
は
、
流
産
・
出
産
と
花
柳
病
・
婦
人
病
と

と
も
に
女
性
の
体
を
崩
壊
さ
せ
る
元
凶
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
病
気
と
妊
娠
が
非
常
に
似
た
症
状
を
示
す
表
現
も
目
に

止
ま
る
。「
最
後
的
幸
福
」
で
は
、「
頭
痛
・
腰
痛
・
下
腹
部
痛
・
目

眩
」
と
い
う
症
状
か
ら
は
、
婦
人
病
か
妊
娠
か
判
明
で
き
な
い
と
医

者
に
言
わ
れ
る
。「
愛
力
圈
外
」
で
は
、
実
は
妊
娠
し
た
姉
が
、
ヒ

ス
テ
リ
ー
・
胃
病
・
月
経
不
調
な
ど
様
々
の
病
気
と
し
て
複
数
の
医

者
に
診
断
さ
れ
る
。
こ
こ
で
妊
娠
が
ヒ
ス
テ
リ
ー
に
循
環
す
る
。
つ

ま
り
、
妊
娠
は
婦
人
病
な
い
し
女
性
の
神
経
症
と
同
じ
く
、
子
宮
由

来
の
病
気
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

注
意
す
べ
き
は
、「
公
債
委
員
」
に
お
け
る
阿
歡
の
流
行
性
感

冒
・
結
核
お
よ
び
「
飛
絮
」
に
お
け
る
「
姨
母
」
の
肺
結
核
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
女
性
に
し
て
子
宮
に
関
わ
ら
な
い
病
気
に
か
か
っ
た
稀

な
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
し
か
し
、
男
性
が
生
ま
れ
持
っ
て
そ
の
因
子
を

有
し
た
結
核
と
違
い
、
女
性
の
結
核
は
や
は
り
流
産
や
出
産
と
い
う

子
宮
に
関
わ
る
病
気
と
と
も
に
発
症
し
、
そ
こ
か
ら
由
来
し
て
い
る

よ
う
に
描
か
れ
る
。
女
性
の
全
て
の
不
調
は
子
宮
か
ら
由
来
す
る
と

い
う
張
資
平
の
考
え
方
を
裏
付
け
る
。

　

で
は
、
張
資
平
の
恋
愛
小
説
に
繰
り
返
し
登
場
し
た
「
病
」
は
、

一
体
ど
の
よ
う
な
意
味
合
い
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
以
下
の
章
で
検

討
し
て
み
よ
う
。

三　

病
：
欲
望
の
投
影
と
懲
罰

（
一
）
遺
伝
さ
れ
る
結
核

　

肺
結
核
を
招
く
原
因
に
つ
い
て
は
、
西
洋
で
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
か

ら
遺
伝
説
と
伝
染
説
が
あ
る
。
遺
伝
説
は
四
体
液
説
と
関
わ
り
、
肺

病
が
儚
い
運
命
の
美
人
を
生
む
と
い
う
説
や
、
天
才
は
み
ん
な
肺
病

だ
と
い
う
説
を
導
き
、
こ
れ
ら
は
西
洋
に
お
け
る
肺
結
核
の
ロ
マ
ン

化
を
支
え
る
思
想
で
あ
る
。

　

中
国
医
学
で
は
、
結
核
と
い
う
西
洋
医
学
に
お
け
る
概
念
に
ぴ
っ

た
り
合
致
す
る
よ
う
な
病
名
が
な
く
、「
虛
労
」「
虛
損
」「
吐
血
」

「
咯
血
」「
咳
嗽
」「
肺
痿
」「
肺
癰
」
な
ど
の
諸
病
症
か
ら
慢
性
肺

結
核
に
対
応
す
る
症
状
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
明
の
王
綸
著

㉙
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『
明
医
雑
著
』
に
は
、
典
型
的
な
肺
結
核
の
症
状
が
次
の
よ
う
に
記

載
さ
れ
る
。

男
子
二
十
前
後
、
色
慾
過
度
、
損
傷
精
血
、
必
生
陰
虛
火
動
之

病
、
睡
中
盜
汗
、
午
後
發
熱
、
哈
哈
咳
嗽
、
倦
怠
無
力
、
飲
食

少
進
、
甚
則
痰
涎
帶
血
、
咯
吐
出
血
、
或
咳
血
、
吐
血
、
衄
血
、

身
熱
、
脈
沉
數
、
肌
肉
消
瘦
、
此
名
勞
瘵
。

男
子
が
二
十
歳
前
後
に
お
い
て
、
色
欲
が
過
度
の
た
め
に
精
血

を
損
傷
し
、
必
ず
陰
虚
火
動
の
病
が
生
じ
る
。
睡
眠
中
に
盗
汗

が
出
、
午
後
に
発
熱
し
、
倦
怠
し
て
力
な
く
、
飲
食
が
進
ま
ず

は
な
は
だ
し
く
は
痰
に
血
を
帯
び
る
よ
う
に
な
る
。
唾
に
血
が

混
じ
っ
た
り
、
ま
た
血
を
吐
い
た
り
す
る
よ
う
に
な
る
。
血
を

咳
き
出
し
た
り
、
吐
い
た
り
、
鼻
血
が
出
た
り
す
る
。
脈
は
重

く
取
っ
て
初
め
て
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
脈
拍
が
早
い
。

身
が
熱
く
な
り
、
肌
や
身
が
痩
せ
衰
え
る
。
こ
れ
が
労
瘵
と
呼

ば
れ
る
。

　

つ
ま
り
、
東
洋
医
学
で
は
、「
労
」
と
い
う
命
名
か
ら
も
分
か
る

よ
う
に
、
肺
結
核
を
物
理
的
あ
る
い
は
精
神
的
な
過
労
の
結
果
と
し

て
考
え
て
き
た
。
特
に
、
性
的
放
縦
が
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、
結

核
を
起
こ
す
直
接
的
な
原
因
に
な
り
得
る
。
も
ち
ろ
ん
、
結
核
菌
を

発
見
し
た
現
代
医
学
の
観
点
で
考
え
る
と
、
西
洋
の
遺
伝
説
で
は
生

ま
れ
つ
き
の
免
疫
力
が
弱
い
た
め
結
核
菌
に
対
抗
で
き
ず
、
他
方
東

洋
の
過
労
説
で
は
過
労
に
よ
る
免
疫
力
の
低
下
で
保
菌
状
態
か
ら
発

作
を
引
き
起
こ
す
、
と
い
う
解
釈
が
で
き
る
。
し
か
し
、
西
洋
と
東

洋
の
学
説
で
は
、
原
因
と
結
果
が
逆
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が

え
る
。

　

西
洋
医
学
で
は
生
ま
れ
つ
き
の
結
核
は
原
因
で
、
欲
望
は
結
果
で

あ
る
。
そ
れ
と
は
正
反
対
に
、
東
洋
で
は
欲
望
は
原
因
で
、
結
核
は

結
果
と
な
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
結
核
に
な
る
の
は
運
命
か
、
自
己

責
任
か
の
違
い
で
あ
る
。

　

張
資
平
は
主
に
西
洋
の
宿
命
論
を
取
り
入
れ
て
肺
結
核
を
描
い
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
肺
結
核
を
患
う
男
性
主
人
公
は

「
苔
莉
」
を
除
け
ば
、
全
員
遺
伝
で
ウ
イ
ル
ス
を
受
け
継
い
で
い
る

の
で
あ
る
。
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18　

母
親
、
母
親
、
你
看
見
你
的
兒
子
患
這
樣
的
病
、
你
的
腦
中
就

不
斷
地
描
想
著
父
親
咯
血
而
死
的
情
状
吧
。
─
─
「
約
伯
之
淚
」

お
母
さ
ん
よ
、
息
子
の
様
子
を
見
れ
ば
、
お
父
さ
ん
が
喀
血
し

て
死
ん
だ
光
景
が
し
き
り
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

　

聽
説
表
兄
的
父
系
一
連
四
五
代
都
是
患
這
種
病
死
的
。	

 

�

─
─
「
最
後
的
幸
福
」

従
兄
の
父
方
は
、
四
、
五
世
代
に
わ
た
っ
て
例
外
な
く
こ
の
病

気
で
亡
く
な
っ
た
そ
う
だ
。

　

萍
初
的
父
親
在
南
非
洲
患
很
重
的
肺
結
核
病
、
…
…
本
年
的
初
秋
、

呉
萍
初
受
了
他
的
父
親
的
遺
傳
、
也
患
了
咯
血
症
。	

 

─
─
「
聖
誕
節
前
夜
」（『
東
方
雑
誌
』
二
一
─
八
、
一
九
二
四
年
四
月
）

萍
初
の
父
親
は
南
ア
フ
リ
カ
で
重
度
の
結
核
に
な
っ
た
。
…
…

今
年
の
初
秋
に
な
る
と
、
呉
萍
初
も
父
親
の
遺
伝
で
喀
血
症
に

な
っ
た
。

　
〝
他
的
身
體
這
樣
白
胖
胖
的
、
也
有
肺
癆
病
嗎
？
〟

　
〝
那
是
遺
傳
病
。
他
的
父
親
是
患
肺
癆
病
死
了
的
。
他
也
患
初
期

的
肺
病
、
那
一
個
不
曉
得
。〟�

─
─
「
紅
霧
」

「
こ
ん
な
に
ぽ
っ
ち
ゃ
り
し
て
い
る
の
に
、
肺
結
核
な
の
？
」

「
遺
伝
な
の
よ
。
父
親
は
肺
結
核
で
死
ん
だ
ん
だ
か
ら
。
彼
も

初
期
の
肺
病
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
は
、
み
ん
な
知
っ
て
い

る
。」

　

も
っ
と
も
、
結
核
と
い
う
隠
喩
は
「
放
蕩
の
責
任
論
な
ど
度
外
視

し
た
ま
ま
性
的
感
情
を
描
写
す
る
便
法
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
」
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
郁
達
夫
作
品
の
主
人
公
も
、
欲
情
の
原
因
を
肺
結

核
に
帰
す
る
考
え
を
持
っ
て
い
る
が
、
純
真
無
垢
な
女
性
や
美
し
い

風
景
に
救
わ
れ
、
自
分
で
邪
念
を
収
め
た
結
果
、
病
気
ま
で
好
転
す

る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
病
気
は
欲
望
が
身
体
に
投
影
す
る
化
身
で
あ

り
、
邪
念
が
消
滅
し
た
ら
、
病
気
ま
で
治
る
こ
と
に
な
る
。 ㉜
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し
か
し
、
張
資
平
の
場
合
は
、
郁
達
夫
と
違
い
、
18
の
四
つ
の
例

で
は
、
結
核
患
者
は
み
ん
な
遺
伝
で
ウ
イ
ル
ス
を
受
け
継
い
で
い
る
。

後
天
的
な
救
い
は
一
切
な
い
よ
う
に
描
か
れ
、
欲
望
に
流
さ
れ
た
ま

ま
、
破
滅
の
ど
ん
底
に
落
ち
て
い
く
だ
け
で
あ
る
。
肺
結
核
と
性
欲

が
絡
み
あ
い
、「
遺
伝
で
肺
結
核
→
強
い
性
欲
→
性
的
放
縦
→
肺
結

核
の
悪
化
→
破
滅
」
と
進
展
す
る
。
こ
の
破
滅
へ
の
図
式
で
は
、
肺

結
核
と
欲
望
が
主
で
あ
り
、
人
間
は
肺
結
核
と
欲
望
の
奴
隷
に
な
る
。

欲
望
を
生
み
出
せ
る
肉
体
を
肺
結
核
に
献
上
す
る
以
外
、
人
間
の
主

体
性
は
存
在
し
な
い
。

　

そ
の
結
果
、
欲
望
の
投
影
と
し
て
存
在
す
る
肺
結
核
が
、
醜
悪
で

嫌
悪
感
を
招
く
病
気
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
欲
望
そ
れ
自
体
が
醜
悪

な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。
張
資
平
は
作
品
の

中
で
「
恋
愛
の
花
が
咲
き
誇
っ
た
園
に
戻
っ
て
、
裸
で
彼
女
と
手
を

取
り
合
っ
て
踊
」
れ
る
、
欲
望
を
自
由
の
ま
ま
に
で
き
る
ユ
ー
ト
ピ

ア
を
夢
見
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
肺
結
核
と
い
う
病
気
は
む
し

ろ
欲
望
を
実
践
す
る
が
故
に
人
間
を
壊
滅
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

（
二
）
男
女
の
性
差

　

張
資
平
の
恋
愛
小
説
に
お
い
て
、
病
が
欲
望
と
深
く
絡
ん
で
い
る

こ
と
は
男
女
共
通
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
病
と
欲
望
の
因
果
関
係
は

往
々
に
し
て
男
女
で
正
反
対
に
現
れ
る
。「
苔
莉
」
を
除
け
ば
、
男

性
主
人
公
の
肺
結
核
は
皆
遺
伝
で
あ
り
、
肺
結
核
に
罹
っ
た
が
ゆ
え

に
性
欲
が
不
自
然
に
高
ぶ
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
に
対
し
、
女
性
の
ヒ

ス
テ
リ
ー
症
は
花
柳
病
・
婦
人
病
と
と
も
に
欲
望
が
も
た
ら
し
た
結

果
で
あ
る
。
欲
望
の
抑
圧
は
ヒ
ス
テ
リ
ー
症
を
引
き
起
こ
し
、
欲
望

の
放
縦
は
ま
た
花
柳
病
・
婦
人
病
を
引
き
起
こ
す
。
さ
ら
に
、
不
道

徳
な
性
関
係
に
よ
る
妊
娠
・
流
産
・
出
産
も
女
性
に
と
っ
て
最
も
陥

り
や
す
い
「
病
」
で
あ
る
。
女
性
が
肺
結
核
（「
飛
絮
」）
や
流
行
性

感
冒
（「
公
債
委
員
」）
に
か
か
る
の
は
、
流
産
や
出
産
が
誘
発
し
た

結
果
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
男
性
の
場
合
、
病
は
原
因
で
あ
り
、
欲
望

は
結
果
で
あ
る
の
に
対
し
、
女
性
の
場
合
、
欲
望
は
原
因
で
あ
り
、

病
は
結
果
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

張
資
平
に
よ
れ
ば
、
女
性
の
欲
望
は
子
宮
か
ら
由
来
す
る
が
、
欲

望
が
病
を
招
き
、
結
局
病
は
女
性
の
子
宮
に
戻
る
。
女
性
は
子
宮
を

持
っ
て
い
る
以
上
、
欲
望
も
病
も
免
れ
な
い
運
命
で
あ
る
。
こ
の
よ
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う
な
考
え
は
も
ち
ろ
ん
張
資
平
の
独
創
で
は
な
く
、
む
し
ろ
十
九
世

紀
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
「
科
学
的
」
な
知
識
で
あ
っ
た
。
小
倉
氏

に
よ
る
と
、
十
九
世
紀
に
は
、
臨
床
医
学
の
誕
生
に
伴
い
、
女
性
の

病
気
を
子
宮
に
還
元
す
る
こ
と
は
科
学
的
な
言
論
と
な
り
、
医
学
書

に
も
「
女
性
」
と
い
う
項
目
が
設
け
ら
れ
た
。
そ
の
例
と
し
て
小
倉

氏
は
、
フ
ラ
ン
ス
を
代
表
す
る
歴
史
家
ジ
ュ
ー
ル
・
ミ
シ
ュ
レ
が
、

「
女
と
は
何
か
。
そ
れ
は
病
気
で
あ
る
」
と
述
べ
、「
女
は
愛
さ
れ

た
い
と
願
う
。
女
は
愛
と
母
性
の
器
官
で
悩
む
。
し
た
が
っ
て
女
の

病
気
は
す
べ
て
、
直
接
に
せ
よ
間
接
に
せ
よ
子
宮
の
反
響
な
の
で
あ

る
」
と
主
張
す
る
こ
と
を
紹
介
す
る
。
張
資
平
の
「
女
性
＝
子
宮
＝

欲
望
＝
病
」
と
い
う
論
理
は
、
こ
の
よ
う
な
「
科
学
的
」
言
説
に
呼

応
す
る
。

　

さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
解
読
す
る
と
、
張
資
平
の
描
い
た
男
女
関
係

で
は
、
男
性
の
性
欲
は
病
態
で
あ
り
、
女
性
の
性
欲
は
常
態
で
あ
る
、

と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
女
性
が
常
に
男
性
に
と
っ
て
は

病
的
な
性
欲
を
持
つ
、
と
い
う
考
え
方
は
典
型
的
な
ミ
ソ
ジ
ニ
ー

（
女
性
嫌
悪
）
で
あ
る
。
同
じ
く
女
性
の
欲
望
を
表
現
し
て
も
、
自

分
の
欲
望
を
探
り
、
性
的
苦
悶
を
吐
露
す
る
同
時
代
の
女
性
作
家
と

は
全
く
異
な
る
立
脚
点
に
立
つ
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

（
三
）
病
と
い
う
懲
罰

　

五
四
以
降
、
人
間
性
の
解
放
が
声
高
に
叫
ば
れ
る
な
か
、
自
由
恋

愛
も
新
文
学
の
主
な
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
優
生
学
に
根
ざ

し
た
自
由
恋
愛
は
従
来
の
家
族
制
度
と
倫
理
道
徳
に
対
抗
す
る
武
器

と
し
て
使
わ
れ
る
一
方
、
個
人
の
身
体
は
私
的
な
も
の
で
は
な
く
な

り
、
社
会
・
民
族
の
枠
組
み
内
に
収
め
ら
れ
る
、
と
い
う
パ
ラ
ド
ッ

ク
ス
が
現
れ
る
。
一
九
二
〇
年
代
末
以
降
、
革
命
文
学
や
左
翼
文
学

は
さ
ら
に
個
人
の
情
欲
を
革
命
と
い
う
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
織
り
込

み
、「
革
命
＋
恋
愛
」、「
恋
愛
よ
り
革
命
」
な
ど
、
革
命
に
身
体
を

位
置
付
け
る
努
力
を
し
た
。

　

身
体
を
私
的
な
ト
ポ
ス
に
戻
そ
う
と
試
し
始
め
た
の
は
、
三
〇
年

代
に
お
け
る
上
海
の
「
現
代
」
派
で
あ
る
。
李
自
芬
氏
は
次
の
よ
う

に
指
摘
し
た
。
現
代
派
の
メ
ン
バ
ー
、
予
且
と
さ
ら
に
そ
の
後
の
張

愛
玲
な
ど
の
「
海
派
」
作
家
は
、
時
代
の
流
れ
に
お
け
る
個
人
の
身

体
体
験
に
注
目
し
、
作
中
の
身
体
は
民
族
・
国
家
の
意
義
を
担
わ
な

く
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
物
語
を
展
開
さ
せ
る
原
動
力
は
身
体
の
欲
望

㉟
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と
現
実
と
の
衝
突
と
な
り
、
そ
の
中
で
人
間
は
道
徳
と
い
う
重
荷
と

民
族
社
会
の
足
枷
か
ら
脱
出
し
、
個
人
の
欲
望
に
駆
使
さ
れ
る
個
体

に
な
る
。
結
果
、
清
末
民
初
以
来
ロ
マ
ン
化
さ
れ
た
恋
愛
は
徹
底
的

に
分
解
さ
れ
、
現
実
生
活
に
蝕
ま
れ
た
平
凡
で
退
屈
な
日
常
の
情
欲

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

個
人
の
情
欲
は
も
と
も
と
恋
愛
や
結
婚
の
自
由
と
結
び
つ
け
ら
れ
、

社
会
に
対
抗
す
る
構
図
の
な
か
で
正
当
性
を
主
張
し
た
が
、
恋
愛
結

婚
の
自
由
を
一
部
の
人
が
達
成
す
る
こ
と
に
と
も
な
い
、
か
え
っ
て

拠
り
所
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
家
庭
内
で
欲
望
の
満
足
が
果
た
せ
な

い
人
に
責
任
を
迫
る
こ
と
は
、
打
破
す
べ
き
旧
来
の
家
族
制
度
の
価

値
観
に
立
ち
戻
る
懸
念
が
生
じ
る
。
そ
こ
で
、「
革
命
＋
恋
愛
」
の

図
式
を
踏
ん
だ
文
学
は
、
個
人
の
欲
望
を
革
命
の
情
熱
に
導
く
と
い

う
解
決
策
を
打
ち
出
す
。
海
派
文
人
で
あ
れ
ば
、「
恋
愛
神
聖
」
の

幻
影
を
打
ち
破
っ
て
欲
望
を
自
由
に
さ
せ
る
手
段
を
講
じ
る
。

　

海
派
の
一
歩
手
前
に
立
っ
た
張
資
平
は
、
早
く
も
二
〇
年
代
の
前

半
か
ら
恋
愛
の
影
に
隠
さ
れ
た
欲
望
を
嗅
ぎ
つ
け
て
い
た
。
し
か
し
、

個
人
の
身
体
を
社
会
革
命
の
構
図
に
献
上
す
る
こ
と
が
渋
り
、
身
体

を
道
徳
か
ら
解
放
す
る
勇
気
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。
彼
は
一
九

一
二
年
か
ら
一
九
二
二
年
に
わ
た
っ
て
日
本
に
留
学
し
、
東
京
の

「
魔
窟
」
に
探
検
し
た
こ
と
も
あ
り
、
商
品
化
さ
れ
た
身
体
を
見
慣

れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
し
、
都
市
文
明
を
当
た
り
前
に
受
け

入
れ
た
「
海
派
」
と
違
い
、
広
東
梅
県
の
客
家
人
と
し
て
生
ま
れ
育

っ
た
張
資
平
は
、
や
は
り
欲
望
を
堂
々
と
宣
言
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
よ
う
に
見
え
る
。

　

そ
れ
が
ゆ
え
に
、
彼
は
一
歩
下
が
っ
て
、
性
欲
の
存
在
を
認
め
、

恋
愛
や
結
婚
の
自
由
が
達
成
さ
れ
て
も
欲
望
は
満
た
さ
れ
な
い
現
実

に
傾
斜
し
、
そ
こ
に
含
ま
れ
た
不
条
理
を
批
判
す
る
立
場
を
示
す
必

要
性
を
感
じ
た
。
し
か
し
、
道
徳
そ
の
も
の
が
相
対
化
さ
れ
た
時
代

で
は
、
い
か
な
る
道
徳
批
判
も
正
当
性
を
欠
く
上
に
、
時
代
遅
れ
の

説
教
に
見
え
て
し
ま
う
。
張
資
平
作
品
に
登
場
す
る
男
女
の
多
く
は
、

欲
望
の
正
当
性
を
裏
付
け
る
た
め
に
、
自
分
に
都
合
よ
く
旧
道
徳
あ

る
い
は
新
道
徳
を
利
用
す
る
。
例
え
ば
、「
最
後
的
幸
福
」
で
は
、

美
瑛
は
金
に
目
が
眩
み
、「
親
の
言
い
付
け
」
と
い
う
口
実
で
貧
し

い
楊
松
卿
を
拒
絶
す
る
が
、
一
方
で
「
社
会
や
道
徳
に
束
縛
さ
れ
ず

に
す
べ
て
の
欲
望
を
満
足
さ
せ
る
」
権
利
が
あ
る
と
し
て
、
妹
の
夫

と
不
倫
関
係
を
結
ぶ
。
道
徳
の
基
準
が
欲
望
次
第
で
こ
ろ
こ
ろ
変
わ

㊱
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る
の
で
あ
る
か
ら
、
い
か
な
る
道
徳
批
判
は
も
は
や
何
の
効
果
も
果

た
さ
な
い
。

　

そ
の
結
果
、
病
が
性
的
不
道
徳
を
裁
く
最
後
の
手
段
と
な
っ
た
。

身
体
の
欲
望
に
耽
っ
た
人
物
に
と
っ
て
は
、
身
体
と
い
う
次
元
の
罰

が
最
も
有
力
で
逃
れ
ら
れ
な
い
。
張
資
平
の
恋
愛
小
説
か
ら
は
、

「
病
を
以
っ
て
不
道
徳
を
懲
罰
す
る
」
と
い
う
構
図
が
見
え
隠
れ
す

る
。
こ
の
構
図
は
、
因
果
応
報
の
伝
統
的
パ
タ
ー
ン
に
回
帰
す
る
よ

う
に
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
先
ほ
ど
解
読
し
た
よ
う
に
、

病
も
ま
た
欲
望
の
投
影
に
過
ぎ
ず
、
人
間
は
あ
く
ま
で
も
欲
望
に
左

右
さ
れ
る
受
動
的
な
客
体
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
人
間
の
肉
体
は
欲
望

に
支
配
さ
れ
る
客
体
で
あ
り
、
欲
望
が
引
き
起
こ
し
た
罪
に
よ
っ
て

罰
せ
ら
れ
る
運
命
か
ら
逃
れ
な
い
、
と
い
う
ペ
シ
ミ
ズ
ム
な
文
学
観

に
た
ど
り
着
く
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
張
資
平
の
恋
愛
小
説
に
お
け
る
病
の
イ
メ
ー
ジ
を
取
り
上

げ
、
肺
結
核
や
婦
人
病
に
反
映
さ
れ
る
張
資
平
の
文
学
観
を
論
じ
て

き
た
。
病
が
欲
望
の
投
影
お
よ
び
欲
望
に
対
す
る
懲
罰
と
し
て
描
か

れ
る
と
、
人
間
の
主
体
性
は
否
定
さ
れ
、
人
間
は
欲
望
を
盛
る
容
器

と
し
て
生
き
る
だ
け
で
あ
る
。
当
然
、
こ
の
よ
う
な
文
学
観
は
主
流

で
あ
っ
た
新
文
学
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
は
ず
も
な
い
。

　

文
学
評
論
家
の
李
長
之
が
張
資
平
の
小
説
を
論
じ
る
際
、
以
下
の

よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

一
般
人
往
往
以
為
張
資
平
的
小
説
有
挑
撥
性
、
我
看
並
不
是
、
他
描

寫
性
慾
滿
足
後
的
無
聊
、
煩
悶
、
痛
苦
、
幾
乎
是
否
定
了
性
慾
似
的
。

只
是
認
定
那
是
自
然
的
欲
求
、
仿
佛
是
一
種
不
可
逃
掉
的
壓
迫
。

張
資
平
の
小
説
は
往
々
に
し
て
挑
発
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、

私
は
そ
う
は
考
え
な
い
。
性
欲
が
満
足
さ
れ
た
後
の
退
屈
・
煩
悶
・

苦
痛
を
描
き
、
ま
る
で
性
欲
を
否
定
し
て
い
る
よ
う
だ
。
自
然
な
欲

求
だ
と
認
定
し
、
逃
げ
ら
れ
な
い
圧
迫
の
よ
う
な
も
の
だ
。

　

李
長
之
に
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
張
資
平
の
小
説
世
界
で
は
、
欲

望
が
満
足
で
き
な
く
て
苦
し
む
よ
り
は
、
欲
望
が
満
足
さ
れ
て
な
お

㊴
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苦
し
む
ほ
う
が
普
通
で
あ
る
。
結
局
、
物
欲
と
性
欲
を
追
い
続
け
て
、

よ
り
不
満
足
の
空
虚
さ
に
陥
っ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
欲
望
に
対
す

る
ひ
ね
く
れ
た
取
り
扱
い
方
は
、
個
人
の
身
体
が
近
代
化
さ
れ
る
な

か
で
生
じ
た
張
資
平
の
価
値
観
の
葛
藤
で
も
あ
ろ
う
。

　

張
資
平
の
執
筆
は
主
に
一
九
二
〇
年
か
ら
一
九
三
三
年
ま
で
の
期

間
に
集
中
す
る
が
、
ま
さ
に
青
年
が
革
命
の
情
熱
と
失
望
に
翻
弄
さ

れ
た
時
期
で
あ
る
。
文
学
に
お
い
て
も
様
々
な
流
派
や
主
張
が
飛
び

か
い
、
文
学
の
役
目
を
め
ぐ
る
論
争
は
止
ま
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

張
資
平
は
終
始
個
人
の
身
体
を
革
命
の
枠
組
み
内
に
収
め
る
こ
と
は

し
な
か
っ
た
が
、
都
市
化
と
商
業
文
明
に
置
か
れ
た
身
体
の
近
代

化
・
欲
望
の
自
由
化
を
表
現
す
る
こ
と
に
長
け
て
い
た
。
彼
の
作
品

に
繰
り
返
し
現
れ
た
郷
土
の
評
価
に
対
す
る
配
慮
か
ら
も
わ
か
る
よ

う
に
、
近
代
的
で
自
由
な
身
体
観
を
鵜
呑
み
に
す
る
こ
と
に
も
幾
分

の
抵
抗
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
長
年
日
本
に
留
学
し
た
張
資

平
自
身
に
と
っ
て
、
身
体
の
自
由
も
な
じ
み
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。

結
局
、
伝
統
と
近
代
の
狭
間
で
身
体
と
欲
望
の
出
口
が
見
つ
か
ら
ず
、

「
病
」
と
い
う
逃
げ
道
で
道
徳
批
判
を
下
す
し
か
な
く
な
っ
た
と
言

う
こ
と
が
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。

　

遺
伝
の
宿
命
論
を
強
調
し
、
遺
伝
さ
れ
た
病
気
と
い
う
呪
い
か
ら

逃
げ
ら
れ
な
い
、
と
い
う
の
は
十
九
世
紀
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
自
然

主
義
文
学
の
常
套
手
段
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
方
、
病
を
不
道
徳
の

性
欲
を
批
判
す
る
武
器
と
し
て
用
い
る
の
は
、
伝
統
的
な
道
徳
批
判

の
色
彩
を
帯
び
、
自
然
主
義
の
道
を
踏
み
外
す
こ
と
に
な
る
。

「
病
」
は
、
張
資
平
の
自
然
主
義
文
学
に
対
す
る
受
容
と
反
逆
を
検

討
す
る
糸
口
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
次
の
課
題
と
な
る
。

註①　

沈
従
文
「
零
星
：
郁
達
夫
張
資
平
及
其
影
響
」（『
新
月
』
一
九
三
〇

年
、
第
三
卷
第
一
期
）、
徐
仲
佳
「
郁
達
夫
張
資
平
恋
愛
観
差
異
論
」

（『
斉
魯
学
刊
』
二
〇
〇
三
年
第
四
期
）。

②　

魯
迅
「
後
記
」（『
偽
自
由
書
』、
一
九
三
三
年
、
上
海
北
新
書
局
）。

③　
「
濫
用
肺
病
・
梅
毒
・
亂
倫
等
來
加
強
作
品
的
肉
慾
感
…
…
都
是
張

資
平
惡
劣
的
地
方
。」（
銭
理
群
等
『
中
国
現
代
文
学
三
十
年
』、
北
京

大
学
出
版
社
、
一
九
九
八
年
、
三
二
二
頁
）。

④　

譚
光
輝
「
症
狀
的
症
狀
：
疾
病
隠
喩
与
中
国
現
代
小
説
」（
四
川
大

学
博
士
学
位
論
文
、
二
〇
〇
六
年
）、
一
六
三
─
一
六
七
頁
。

⑤　

徐
仲
佳
「
新
道
德
的
描
摹
與
構
建
─
─
張
資
平
性
愛
小
説
」（『
中
国

文
学
研
究
』
二
〇
〇
四
年
一
期
）。
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⑥　

彭
小
妍
「
張
資
平
的
戀
愛
小
説
」（『
海
上
説
情
慾
：
從
張
資
平
到
劉

吶
鷗
、
中
研
院
文
哲
所
、
二
〇
〇
一
年
）。

⑦　

作
家
群
に
も
肺
病
を
患
っ
た
者
が
多
く
、
魯
迅
・
郁
達
夫
・
蕭
紅
・

蔣
光
慈
・
無
名
氏
・
韋
素
園
・
老
舍
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
作
家
自
身

や
家
族
・
友
人
の
実
体
験
は
、
肺
病
を
文
学
の
素
材
に
し
た
大
き
な
原

動
力
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑧　

中
国
最
古
の
症
候
学
・
診
断
学
医
書
『
諸
病
源
候
論
』（
隋
）
に
は

「
虚
労
」
が
あ
り
、
挙
げ
ら
れ
た
多
く
の
症
状
は
西
洋
医
学
に
お
け
る

結
核
の
症
状
に
相
当
す
る
。

⑨　

何
玲
「
西
医
伝
入
中
国
─
結
核
病
案
例
研
究
（1900-1967

）」（
上

海
交
通
大
学
博
士
学
位
論
文
、
二
〇
一
一
年
）、
一
頁
。

⑩　

小
松
良
夫
『
結
核
─
─
日
本
近
代
史
の
裏
側
』（
清
風
堂
書
店
、
二

〇
〇
〇
年
）、
六
三
─
一
〇
三
頁
。

⑪　

結
核
菌
は
一
八
八
二
年
に
ド
イ
ツ
の
細
菌
学
者
の
ロ
ベ
ル
ト
・
コ
ッ

ト
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
。
中
国
に
お
い
て
は
、
一
九
〇
〇
年
に
編
纂

さ
れ
た
『
衛
生
学
問
答
』（
丁
福
保
）
に
も
結
核
菌
の
概
念
に
相
当
す

る
「
肺
癆
蟲
」
の
伝
染
説
が
既
に
見
ら
れ
る
（
注
⑨
参
照
）。

⑫　

ス
ー
ザ
ン
・
ソ
ン
タ
グ
『
隠
喩
と
し
て
の
病
い
』（
富
山
太
佳
夫
訳
、

み
す
ず
書
房
、
一
九
九
二
年
）。
引
用
に
付
す
ペ
ー
ジ
数
は
本
書
に
拠

る
。

⑬　

丁
峰
山
「
肺
結
核
替
換
相
思
病
的
文
学
史
指
標
意
義
」（『
東
南
学

術
』
二
〇
一
五
年
第
五
期
）。

⑭　

丁
玲
「
莎
菲
女
士
的
日
記
」（『
小
説
月
報
』
第
十
九
巻
第
二
号
、
一

九
二
八
年
二
月
）。

⑮　

巴
金
「
滅
亡
」（『
小
説
月
報
』
第
二
十
巻
第
一
─
四
号
、
一
九
二
九

年
）。

⑯　

錢
杏
邨
が
「
他
是
如
一
個
科
學
者
一
樣
、
很
精
細
的
從
各
方
面
去
考

察
、
去
描
寫
─
─
描
寫
得
異
常
深
刻
。（
彼
は
科
學
者
の
よ
う
に
、
各

方
面
か
ら
精
確
な
考
察
と
描
寫
を
行
う
。
そ
の
描
寫
は
極
め
て
奥
深

い
）」
と
張
資
平
の
写
実
性
を
評
価
す
る
。（「
張
資
平
的
戀
愛
小
説
」、

『
張
資
平
評
傳
』、
史
秉
慧
編
、
一
九
三
三
年
四
月
現
代
初
版
、
一
九

三
六
年
七
月
開
明
三
版
。）

⑰　

長
田
秋
濤
訳
『
椿
姫
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
〇
三
年
）、
一

四
七
─
一
四
八
頁
。

⑱　

柄
谷
行
人
（「
病
と
い
う
意
味
」『
定
本　

日
本
近
代
文
学
の
起
源
』、

岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
年
）
は
「『
病
牀
六
尺
』
は
苦
痛
を
苦
痛
と
し

て
み
と
め
、
醜
悪
さ
を
醜
悪
さ
と
し
て
み
と
め
、『
死
へ
の
憧
憬
』
の

か
わ
り
に
生
に
対
す
る
実
践
的
な
姿
勢
を
保
持
し
て
い
る
」（
一
五
〇

頁
）
と
評
し
、
つ
ま
り
、
子
規
は
同
時
期
の
「
不
如
帰
」
と
違
い
、
結

核
を
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
で
は
な
く
、
医
学
の
意
味
に
お
け
る
「
病
」

と
し
て
提
示
し
て
い
る
。

⑲　
「
紅
霧
」
に
は
、
大
学
講
師
に
就
任
し
た
日
本
育
ち
の
厳
子
璋
が
、

た
ど
た
ど
し
い
中
国
語
で
フ
ロ
イ
ト
の
ヒ
ス
テ
リ
ー
少
女
の
研
究
を
紹

介
す
る
一
節
が
あ
る
。

⑳　

小
倉
孝
誠
『
身
体
の
文
化
史
：
病
・
官
能
・
感
覚
』（
中
央
公
論
新

社
、
二
〇
〇
六
年
）、
一
五
九
─
一
六
一
頁
。
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㉑　

同
右
。

㉒　

一
九
二
九
年
十
月
執
筆
。『
蔣
光
慈
文
集
』
第
二
巻
、
上
海
文
芸
出

版
社
、
一
九
八
二
年
。

㉓　

一
九
二
九
年
四
月
執
筆
。『
蔣
光
慈
文
集
』
第
三
巻
、
上
海
文
芸
出

版
社
、
一
九
八
二
年
。

㉔　

一
九
二
八
年
四
─
六
月
執
筆
。『
茅
盾
全
集
・
小
説
一
集
』、
人
民
文

学
出
版
社
、
一
九
八
四
年
。

㉕　
『
櫻
海
集
』、
人
間
書
屋
、
一
九
三
五
年
八
月
。

㉖　
『
中
国
文
化
』
第
三
巻
第
一
期
（
一
九
四
一
年
六
月
）
に
掲
載
。

㉗　
「
一
班
冗
員
的
生
活
」：「
知
道
他
的
懷
疑
竟
成
了
事
實
、
他
棄
綾
英

之
心
愈
堅
決
了
。」

㉘　
「
梅
嶺
之
春
」：「
叔
父
覺
得
自
己
的
雙
頰
及
額
都
發
著
熱
…
…
只
歎

了
一
口
氣
。」

㉙　

福
田
真
人
『
結
核
と
い
う
文
化
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
一
年
）、

二
八
頁
。

㉚　

同
注
九
、
二
七
頁
。

㉛　

以
上
の
訳
は
『
結
核
と
い
う
文
化
』（
福
田
真
人
、
中
央
公
論
新
社
、

二
〇
〇
一
年
、
七
二
ペ
ー
ジ
頁
）
に
よ
る
。

㉜　

同
注
十
二
、
三
七
頁
。

㉝　

郁
達
夫
「
到
我
遇
見
她
之
後
、
約
莫
將
十
幾
天
的
時
候
、
我
的
頭
腦

心
思
、
完
全
被
她
攪
亂
了
。
聽
說
有
呼
吸
器
病
的
人
、
欲
情
最
容
易
興

奮
、
這
大
約
是
真
的
（
僕
の
頭
と
心
は
、
彼
女
に
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
さ

れ
た
。
呼
吸
器
系
の
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
人
は
、
性
的
に
興
奮
し
や

す
い
と
言
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
事
実
で
あ
ろ
う
）」（「
過
去
」、『
創
造

月
刊
』
第
一
巻
第
六
期
、
一
九
二
七
年
二
月
）。

㉞　
「
還
是
回
到
我
們
固
有
的
滿
植
著
戀
愛
之
花
的
園
中
去
和
她
赤
裸
裸

地
臂
攬
著
臂
跳
舞
吧
！
」（「
苔
莉
」）。

㉟　

同
注
二
〇
、
一
八
─
二
三
頁
。

㊱　

李
自
芬
「
個
人
身
體
敘
事
：
日
常
男
女
慾
望
的
表
達
」（『
現
代
性
體

驗
與
身
份
認
同
：
中
國
現
代
小
説
的
身
體
敘
事
研
究
』、
巴
蜀
書
社
、

二
〇
〇
九
年
三
月
）。

㊲　

賀
桂
梅
「
革
命
／
恋
愛
：
欲
望
的
替
代
与
転
移
」（『
女
性
文
學
與
性

別
政
治
的
變
遷
』、
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）。

㊳　

張
資
平
「
我
的
創
作
經
過
」（『
文
芸
創
作
講
座
』
一
九
三
二
年
第
二

期
）。

㊴　

李
長
之
「
張
資
平
戀
愛
小
説
的
考
察
─
『
最
後
的
幸
福
』
之
新
評
價

─
」（『
清
華
週
刊
』
一
九
三
四
年
、
第
四
一
卷
第
三
─
四
期
）。

㊵　

例
え
ば
、「
苔
莉
」
で
は
、
主
人
公
の
克
欧
は
苔
莉
と
南
洋
に
駆
け

落
ち
で
き
た
ら
と
想
像
す
る
一
方
、
村
の
女
学
生
と
結
婚
し
、
村
人
の

賞
賛
を
受
け
る
幻
想
が
浮
か
ん
で
く
る
。


